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市からのおしらせ満載

宮中献穀事業（2～3）

インフォメーション（16～19）

韓国求礼郡と姉妹結縁締結（4～5）

雲仙市ジュニアスポーツ大会（6～7）

四季ゆたか　きらめく雲仙　ゆめみらい

御田植祭のようす（関連2ページ）



　

平
成
19
年
度
の
長
崎
県
に
お
け
る
宮

中
献
穀
の
地
と
し
て
選
ば
れ
た
雲
仙
市
。

奉
耕
田
の
あ
る
千
々
石
町
下
岳
地
区
に

お
い
て
、
5
月
27
日
に
御
田
植
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

宮
中
献
穀
は
、
毎
年
、
全
国
各
都
道

府
県
の
農
家
代
表
か
ら
新
穀
を
宮
中
に

献
上
す
る
こ
と
が
伝
統
と
し
て
続
け
ら
れ

て
き
た
も
の
で
す
。
今
年
度
は
、
長
崎

県
の
代
表
と
し
て
雲
仙
市
が
選
ば
れ
、

そ
の
中
で
「
棚
田
百
選
」
の
地
で
あ
り
、

来
年
、
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
る

千
々
石
町
下
岳
地
区
の
棚
田
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
事
業
で
は
、
宮
中
献
穀
雲
仙

市
奉
賛
会
（
会
長
・
奥
村
市
長
）
を
結

成
し
、
同
地
区
で
棚
田
の
保
全
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
る
「
棚
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

21
」
や
地
元
自
治
会
な
ど
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
4
月

に
行
わ
れ
た
斎
田
清
祓
お
よ
び
播
種
祭
、

御
田
植
祭
、
青
田
祭
、
抜
穂
祭
な
ど
の

行
事
を
実
施
し
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）、
秋

の
新
嘗
祭
（
※
）
に
お
い
て
新
穀
を
献
上

し
ま
す
。

　

抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
下
、
こ
の
日
の

御
田
植
祭
で
は
、
千
々
石
第
二
小
学
校
の

児
童
に
よ
る
木
場
浮
立
の
奉
納
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
特
設
舞
台
で
の
神
事
の

あ
と
、
菅
笠
に
絣
の
着
物
を
着
て
襷
を

か
け
た
早
乙
女
と
白
装
束
に
身
を
包
ん

だ
田
男
た
ち
が
、
青
く
育
っ
た
苗
を
て
い

ね
い
に
斎
田
に
植
え
て
い
く
御
田
植
の
儀

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
巫
女
に
よ
る
舞
や
橘
太
鼓
に

よ
る
演
奏
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち

全
員
で
豊
作
を
願
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
奉
耕
者
と
な
っ
た
同
地
区
の
山

本
哲
郎
さ
ん
は
「
今
回
奉
耕
者
に
選
ば

れ
た
こ
と
を
、
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

稲
作
は
、
日
本
の
生
活
・
文
化
の
基
盤

で
す
。
水
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
の
特
性
を

生
か
し
て
、
お
い
し
い
お
米
に
育
て
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

田
を
清
め
る
「
斎
田
清
祓
」
と
種
を
ま

く
「
播
種
祭
」
が
行
わ
れ
ま
す

早
乙
女
（
さ
お
と
め
）
と
田
男
（
た
お

と
こ
）
に
よ
っ
て
御
田
植
の
儀
が
行
わ

れ
ま
す

水
不
足
、
風
水
害
を
防
ぎ
、
害
虫
の
駆

除
な
ど
を
祈
念
し
ま
す

早
乙
女
や
田
男
に
よ
る
お
手
刈
り
が
行

わ
れ
ま
す

精
米
、
選
別
、
封
入
し
た
献
穀
米
を
清

め
ま
す

宮
中
に
お
い
て
天
皇
陛
下
に
献
穀
米
を

献
上
し
ま
す

■問い合わせ　農林水産課　物産振興班

早乙女と田男による御田植の儀

　『天皇陛下が、神嘉殿において新穀を皇祖はじめ神々
にお供えになって、神恩を感謝された後、陛下自らも
お召し上がりになる祭典である。宮中恒例祭典の中の
最も重要なもの。天皇陛下自らご栽培になった新穀も
お供えになる。』（宮内庁ホームページ〈http://www.
kunaicho.go.jp〉から）
　かつては11月の下卯日（三卯あれば中卯日）に行
われていたようですが、明治の太陽暦の採用以来、今
は「勤労感謝の日」と呼ばれている11月23日に行わ
れています。夕刻から深夜（翌日）にかけて、２回、
陛下御自身が皇居内の水田で育てられた稲と、各県か
ら献上された米を一つにし、同じく各県から献上され
た粟の新穀をそれぞれごはんとお粥に炊いたものと、
新米から醸された白酒（しろき）と黒酒（くろき）を神々
に捧げられ、陛下御自身も神前で召し上がります。し
かし本来、この新嘗祭は、宮中だけで行われていた儀
式ではなく、一般民衆の間でも新しい穀物を神に供え、
それを食べて収穫を祝う習慣がありました。
　また、新嘗祭の起源は古く、「日本書紀」や「古事記」
にもその記述があるそうです。
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新しい交流が始まりました。
　　　　　　　　　〜姉妹結縁締結調印合意書〜

大
韓
民
国

全
羅
南
道（
チ
ョ
ル
ラ
ナ
ム

ド
）求
礼（
ク
レ
）郡

　

求
礼
郡
は
、
韓
国
南
西
部
に
あ
る

全
羅
南
道
の
北
東
部
に
位
置
す
る
。

　

雲
仙
市
か
ら
は
、
長
崎
又
は
福
岡

空
港
か
ら
、
首
都
で
あ
る
ソ
ウ
ル
近

郊
の
仁
川
空
港
を
経
由
し
て
ソ
ウ
ル

に
入
り
、
列
車
を
利
用
し
光
州
市
を

通
過
し
て
求
礼
郡
へ
。
ソ
ウ
ル
か
ら

は
約
5
時
間
程
度
。

　

フ
ェ
リ
ー
で
は
、
博
多
港
か
ら
、

韓
国
第
2
の
都
市
プ
サ
ン
に
入
り
、

列
車
又
は
乗
用
車
を
利
用
し
順
天
市

を
通
過
し
て
求
礼
郡
へ
。
プ
サ
ン
か

ら
は
約
3
時
間
程
度
で
あ
る
。

　

求
礼
郡
は
観
光
と
休
養
を
兼
ね
た

観
光
特
別
区
域
に
指
定
さ
れ
お
り
、

韓
国
国
立
公
園
第
1
号
の
「
智
異
山

（
チ
リ
サ
ン
）
国
立
公
園
」
を
中
心

に
年
間
6
0
0
万
人
が
訪
れ
る
韓
国

有
数
の
観
光
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

智
異
山
の
峰
々
が
屏
風
の
よ
う
に

連
な
り
、智
異
山
の
自
然
や
華
厳
寺
、

ピ
ア
谷
渓
谷
な
ど
多
く
の
観
光
名
所

を
有
し
て
い
る
。

大
韓
民
国　

全
羅
南
道　

求
礼
郡

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
日
本
語
）：

http://w
w
w
.gurye.net/jap/

m
ain.htm

我が雲仙市は、日本の国立公園第1号として雲仙国立公園が指定されました。お隣の大韓民国（韓国）でも国立
公園があり、第1号に指定された智異山（チリサン）国立公園があります。お互いの、この国立公園指定第1号を
縁として、国際交流の第一歩が始まりました。

　

平
成
1�
年
�
月
�1
日
に
、
求
礼
郡
か
ら

訪
問
を
受
け
、
そ
の
後
、
徐
沂
東
（
ソ
ギ

ド
ン
）
求
礼
郡
守
か
ら
、
親
書
が
届
け
ら

れ
る
。

　

平
成
1�
年
10
月
1�
日
、
奥
村
市
長
が
、

先
の
訪
問
に
対
す
る
答
礼
を
兼
ね
て
求
礼

郡
を
訪
問
し
、
親
書
を
手
渡
す
。「
雲
仙

市
と
求
礼
郡
は
共
通
点
が
多
い
。
人
口
規

模
も
約
�
万
人
、
韓
国
第
1
号
の
国
立
公

園
が
あ
り
、
郡
全
体
が
韓
国
の
観
光
特
別

区
域
。
同
郡
の
花
は
、
雲
仙
市
と
同
じ
ツ

ツ
ジ
な
ど
」
と
、
姉
妹
縁
組
を
提
案
。

　

郡
守
が
「
2
0
0
7
年
�
月
、
ツ
ツ
ジ

の
花
咲
く
頃
、
雲
仙
市
で
姉
妹
結
縁
の
調

印
式
典
開
催
を
」
と
、
お
互
い
に
提
案
。

　

平
成
1�
年
�
月
1�
日
、「
姉
妹
結
縁
締

結
調
印
式
」
を
行
い
、
徐
（
ソ
）
郡
守
と

奥
村
市
長
は
、
多
様
な
分
野
で
交
流
を
深

め
、
友
好
協
力
関
係
を
推
進
す
る
こ
と
を

誓
い
、
調
印
書
を
交
わ
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
、こ
の
平
成
1�
年
（
2
0
0
7

年
）
は
、
江
戸
時
代
の
1
6
0
7
年
、
朝

鮮
王
朝
が
日
本
に
派
遣
し
た
外
交
使
節

「
朝
鮮
通
信
使
」
の
最
初
の
派
遣
か
ら

4
0
0
周
年
を
迎
え
る
年
で
あ
り
、
ま
た
、

�
月
1�
日
は
、
国
際
親
善
デ
ー
で
も
あ
る
、

意
義
あ
る
こ
の
年
こ
の
日
に
調
印
式
を
開

催
し
た
。

求礼郡

全羅南道

光州市

ソウル

プサン

※「
道
」と「
郡
」と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
の
県
と
市

に
相
当
し
、
そ
の
長
を
、　
「
道
守
」、「
郡
守
」と

呼
び
ま
す
。

求礼郡訪問時、雲仙市での姉妹縁組の開催を誓い合う
奥村市長と郡守
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今
後
、
合
同
観
光
宣
伝
隊
を
組
織
し
両
国
主
要

都
市
で
P
R
を
行
う
ほ
か
、
民
間
団
体
の
相
互
交

流
を
は
じ
め
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
農
林
業
研
修
、

ス
ポ
ー
ツ
や
修
学
旅
行
な
ど
を
通
じ
て
青
少
年
の

文
化
交
流
な
ど
幅
広
い
交
流
が
期
待
さ
れ
、
両
市

の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

大雄殿：華厳寺内にある、国宝に指定されている建築物。 キムチ：求礼郡の地域は、韓
国でキムチが一番辛い地域ら
しい。

智異山華厳寺：智異山観光の出発点の門。境内には国宝4点
と宝物5点などのたくさんの文化遺産がある。

飯床：伝統的な韓定食のご飯膳の組み方で飯床（パンサン）
という。「床」とは食べ物をのせるお膳のこと。

平成19年5月18日、両都市にとって、歴史的記念日。
徐沂東（ソギドン）求礼郡守（写真左）と固く握手する奥村市長
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２
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仙
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会

▼ソフトボール
優　勝　瑞穂少年ソフトボールクラブ
準優勝　八斗木少年ソフトボールクラブ（国見）
第３位　木指ソフトボールクラブ（小浜）
　〃　　多比良少年ソフトボールクラブ（国見）

▼柔道
［小学生］
優　勝　吉岡道場（諫早）
準優勝　島原少年柔道クラブ（島原）
第３位　有喜少年柔道クラブ（諫早）
　〃　　心練館（諫早）
［中学生］
優　勝　吾妻少年柔道クラブＡ
準優勝　吉岡道場（諫早）
第３位　国見中学校
　〃　　小長井中学校（諫早）

▼軟式野球
優　勝　南串中学校
準優勝　有明中学校（島原）
第３位　小野中学校（諫早）
　〃　　長田中学校（諫早）

▼卓球
［男子シングルス］
優　勝　前森航介（小浜中）
準優勝　松田　亮（加津佐中）
第３位　佐藤大樹（小浜中）
　〃　　田口勇介（加津佐中）
［女子シングルス］
優　勝　原口奈保美（加津佐中）
準優勝　岡田知子（小浜中）
第３位　本田愛実（小浜中）
　〃　　津田茉由（小浜中）

▼ソフトテニス
［団体・男子］
優　勝　国見中学校
準優勝　千々石中学校
第３位　吾妻中学校
［団体・女子］
優　勝　千々石中学校
準優勝　瑞穂中学校
第３位　国見中学校
［男子ダブルス］
優　勝　城臺泰志・尾﨑慎太郎（千々石中）
準優勝　酒井雄哉・坂本　諒（国見中）
第３位　吉川俊輔・飯田真弘（国見中）
　〃　　植木貴大・幸田真吾（吾妻中）
［女子ダブルス］
優　勝　崎田明梨・本田華恋（瑞穂中）
準優勝　矢崎　睦・奥野梨佳（千々石中）
第３位　荒木美波・進藤麻菜美（千々石中）
　〃　　上田結花・俵　麻紀（瑞穂中）

▼サッカー
優　勝　国見ＦＣジュニア
準優勝　瑞穂ＪＦＣ
第３位　千々石ＳＳＳ

▼ミニバスケットボール
［男子］
優　勝　小浜ミニバスケットボールクラブＡ
準優勝　多比良ミニバスケットボールクラブ（国見）
第３位　愛野ライジングサン
［女子］
優　勝　鶴田小ミニバスケットボールクラブ（吾妻）
準優勝　富津小ミニバスケットクラブ（小浜）
第３位　小浜小ミニバスケットボールクラブ女子

▼剣道
［団体・小学生（低学年）］
優　勝　十王堂（諌早）
準優勝　布武会（南島原）
第３位　有明町剣道振興会（島原）
　〃　　真津山少年剣道会（諌早）
［団体・小学生（高学年）］
優　勝　真津山少年剣道会（諌早）
準優勝　小浜少年剣道会
第３位　愛野少年剣道部
　〃　　大村中央少年剣道クラブ（大村）
［団体・中学生］
優　勝　真崎少年剣道（諌早）
準優勝　愛野少年剣道部
第３位　橘道場（長崎）
　〃　　島原第一中学校（島原）
［個人・小学生（低学年）］
優　勝　橋本正太朗（十王堂）
準優勝　渡部隆一（布武会）
第３位　笠浦創太（三浦中央少年剣道クラブ）
　〃　　村山太一（真崎少年剣道会）
［個人・小学生（高学年）］
優　勝　若杉貴未（日見剣友会）
準優勝　本多紘大（島原剣心館）
第３位　平田　駿（神代眞古館）
　〃　　濱田栄美（長崎東剣聖会）
［個人・中学生］
優　勝　七条裕哉（愛野少年剣道部）
準優勝　本多健士郎（島原第一中学校）
第３位　小野原巧朗（橘中学校）
　〃　　伊藤優志（小浜少年剣道部）

▼バスケットボール
［男子］
優　勝　小浜中学校
準優勝　玖島中学校（大村）
第３位　吾妻中学校
［女子］
優　勝　吾妻中学校
準優勝　島原第一中学校（島原）
第３位　西有家中学校（南島原）

▼バレーボール
［小学生女子Ａ］
優　勝　西郷クラブ（瑞穂）
準優勝　千々石クラブ
第３位　多比良クラブ（国見）
　〃　　愛野クラブ
［小学生女子Ｂ］
優　勝　千々石木場クラブ
準優勝　木指クラブ（小浜）
［小学生男子］
優　勝　小浜諏訪クラブ
準優勝　仙水クラブ（瑞穂）
［中学生男子］
優　勝　有明中学校（島原）
準優勝　南串中学校
第３位　国見中学校
　〃　　島原第一中学校（島原）
［中学生女子］
優　勝　小浜中学校
準優勝　国見中学校
第３位　千々石中学校
　〃　　愛野中学校

■問い合わせ　教育委員会　スポーツ振興課
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忘れ
ずに

投票
を

第21回参議院議員通常選挙
みんなで投票、みんなで参加、あなたの一票大切に。

7月29日 午前7時～午後8時日投票日
◆期日前投票
　投票日に都合が悪い人は、下記のとおり期日前投票ができます。「投票所入場券」を持って、指定の場所で投票
してください。
　なお、投票できる場所が指定されていますので、ご確認の上、投票してください。

◆問い合わせ先
雲仙市選挙管理委員会　☎0957-38-3111

◆不在者投票
１．仕事先など、ほかの滞在先でも投票ができます。
２．県選挙管理委員会が指定する病院や老人ホームなどは、入所先で投票ができます。
３．郵便などでも投票ができます。ただし、下記に該当する人で、認定申請が必要です。
○身体障害者手帳保持者で肢体不自由（1級・2級）、心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・　
　小腸の障害（1級・3級）、免疫の障害（1級～ 3級）の人
○介護保険「要介護5」の人
　など

※いずれも郵送によるため、日数がかかります。お早めの手続きをお願いします。

期日前投票日時：7月13日(金)～28日(土)　午前8時30分～午後8時

投票所
国見総合支所
瑞穂総合支所
吾妻町ふるさと会館
愛野総合支所
千々石総合支所
小浜総合支所
南串山総合支所

投票できる人
国見地区にお住まいの人
瑞穂地区にお住まいの人
吾妻地区にお住まいの人
愛野地区にお住まいの人
千々石地区にお住まいの人
小浜地区にお住まいの人
南串山地区にお住まいの人

※指定の投票場所でしか投票できません

（不在者投票については、事前に選挙管理委員会へ問い合わせてください）

●広報うんぜん
平成19年７月�



雲仙市内の312の施設にたずねました。雲仙市内の312の施設にたずねました。
　毎年5月31日の「世界禁煙デー」の趣旨にあわせて、健康づくり課では、4月12日から1カ月間、関係
機関の協力により市内施設の受動喫煙防止対策の実施状況を調査しました。
　今回の調査対象施設は、29の小中学校・60の公共施設・54の医療機関・61の宿泊施設・108の飲食店（主
に食堂・レストラン）の合計312施設にも及びました。

結果は、次の表とグラフのようになりました。

　公共施設や小中学校や医療機関では、概ね90％の達成率で受動喫煙防止の対策が行われています。しかし、宿泊
施設や食堂・レストランでは、施設利用者（お客さま）の協力も必要なことから、達成率は低くなっています。

　健康増進法では、「多数のものが利用する施設の管理者は、受動喫煙を防止するための必要な措置を講ずるよう
努めなければならない」と定められています。

　この結果を踏まえて、雲仙市は、各施設の管理者に受動喫煙防止対策推進への理解と協力をお願いし、みなさん
の健康をより推進していくよう努めます。

公共施設

小中学校

医療機関

宿泊施設

食堂・レストラン

全　　体

60

29

54

61

108

312

60

29

54

52

108

303

59

29

48

10

6

152

4

4

15

2

0

25

48

19

29

1

5

102

0

0

1

6

0

7

7

6

3

1

1

18

0

0

0

0

2

2

0

0

0

0

1

1

1

0

5

40

99

145

調　査
対象数 回　答

受動喫煙防止対策

実　施
禁　　煙

敷地内 施設内 テナント等
完全分煙

その他の対策

禁煙席・
コーナーの
設置

禁　煙
時間帯

効果的
対策を
未実施

0 20

公共施設

小中学校

医療機関

宿泊施設

食堂・レストラン

40 60 80 100 120

44 4848 77 11

44 1919 66

551515 2929 3311

22 40406611 11

55 22 99991111

敷地内禁煙
施設内禁煙
テナント等禁煙
完全分煙
禁煙席・コーナー設置
禁煙時間帯設置
対策未実施
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す
る

　

万
一
の
停
電
に
備
え
、

懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、

乾
電
池
、
携
帯
電
話
の
充

電
の
準
備
を
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

停
電
に
備
え
る　

避
難
す
る
際
は
、
電
気

の
消
し
忘
れ
に
よ
る
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
念
の
た
め

ブ
レ
ー
カ
ー
の
ス
イ
ッ
チ

を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

避
難
す
る
時
は
、
ブ
レ
ー
カ
ー
も
切
る

　

壊
れ
た
り
、水
に
浸
か
っ

た
電
気
器
具
や
配
線
類
は
、

必
ず
電
気
店
な
ど
で
点
検

し
て
も
ら
い
、
安
全
を
確

認
し
て
か
ら
お
使
い
く
だ

さ
い
。

使
う
前
に
チ
ェ
ッ
ク

　

切
れ
た
り
、
低
く
垂
れ

下
が
っ
た
電
線
に
は
絶
対

に
触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

も
し
見
か
け
た
ら
、
す
ぐ

に
九
州
電
力
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

切
れ
た
電
線
を
見
た
ら
す
ぐ
連
絡
を

■
九
州
電
力
㈱
島
原
営
業
所

　

☎
０
１
２
０
ー

９
８
６
ー

４
０
４

九州電力では、台風や地震な
どの大規模な災害発生時は、
ラジオ・当社ホームページ・
携帯サイトで停電に関する情
報を提供しています。

【ホームページ】
http://nagasaki.kyuden.co.jp

【携帯サイト】
http://kyuden.jp

～停電情報～

さあ実践！みんなで防ごう食中毒

食中毒予防の３原則
生活の中に細菌やウイルスを撃退する
「つけない・増やさない・殺す」の３原
則を取り入れて、食中毒からからだを
守りましょう。

つけない 増やさない 殺　す
調理の前には、石けん
で必ず手を洗う

冷蔵庫内は10℃
以下に保ち、
ドアを15秒以上
開けておかない

食品はしっかり加熱

調理ずみのレトルト食品や
冷凍品も、よく加熱

残り物を温めるときも
十分に加熱

自然解凍は
さける

料理中の物
や残り物は
放置しない

夏場のおにぎりは
ラップを使って

調理器具は汚れを落として
消毒を

■問い合わせ　健康づくり課　健康づくり班
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雲
仙
市
入
札
制
度
に
つ
い
て
　

【
第
四
回
】

【
シ
リ
ー
ズ
】

管
財
課

※A社（消滅会社）のみ
有する資格については、
承継の承認時点で発効
します
※A社、B社とも入札参
加資格者であることが
必要です

◆詳細については、「入札参加資格承継事務取扱要項」
「入札参加再審査取扱要綱」をご覧ください

　①一般競争（指名競争）参加資格審査申請書
　②建設業許可証明書（写）
　③営業所一覧表
　④工事経歴書
　⑤経営事項審査結果通知書（写）
　⑥税金の未納がない証明（写）（国・県・市）
　⑦労働保険料納入証明書（写）（労働基準監督署）
　⑧建設業退職金共済加入・履行証明書（写）
※⑨保証金免除にかかる2件以上の実績（契約書の写）
　⑩技術職員経歴書等名簿
　⑪印鑑証明書（写）
　⑫使用印鑑届
※⑬年間委任状
※⑭国際標準化規格（ISO）認証登録証の写
　⑮登記簿謄本（写）または身分証明書（写）

　①一般競争（指名競争）参加資格審査申請書
　②法律上必要な登録の証明書（写）
　③営業所一覧表
　④測量等実績調書
　⑤技術者経歴書等名簿
　⑥税金の未納がない証明（写）（国・県・市）
※⑦保証金免除にかかる2件以上の実績（契約書の写）
　⑧登記簿謄本（写）または身分証明書（写）
　⑨印鑑証明書（写）
　⑩使用印鑑届
※⑪年間委任状
※⑫国際標準化規格（ISO）認証登録証の写

建設工事 工事関係業務委託

入札参加資格者

A社（消滅会社）
〈建築一式〉

B社（存続会社）
〈土木一式〉

入札参加資格者

B社（存続会社）
〈土木一式〉

＋
〈建築一式〉

●競争入札参加資格について

○必要書類

○有効期間

　雲仙市が行う入札（建設工事・建設コンサルタント業務委託）に参加するには、「競争入札参加資格」
が必要です。（「雲仙市建設工事等入札参加の資格審査及び選定要綱」による）

●会社合併時の取り扱いについて
　建設会社（個人を含む）の場合、入札参加資格審査は毎年4月1日で行い、基本的にその内容は年度途中で
の変更は行いません。ただし、会社合併・営業譲渡・会社分割などがあった場合は、例外的に会社間の承継を認め、
年度途中で変更をしております。その際、消滅会社を含めた総合数値の再審査も申請できます。

※のついた書類については、提出は任意です
■物品購入・その他の委託業務については、「雲仙市物品調達等競争入札参加資格審査及び選定要綱」を適用します

　雲仙市発足当初の平成18年度には、平成18・19年度の2年間有効としました。ただし、「経営事項審査結果通
知書（写）」については、毎年更新をお願いしています。
　平成20年度の資格審査は、来年1月から2月にかけて行う予定です。（12月ごろ広報予定）
■物品購入・その他の委託業務については、平成19・20年度分を7月31日まで受け付けています

○変更届
　入札参加資格審査申請書の記載事項に変更が生じた場合は、変更届の提出が必要です。

●建設業界を取り巻く状況について
　国が示した「骨太の方針」などを受け、雲仙市中期財政計画でも示しているとおり、市の公共事業予算は、
計画期間の10年間で現在の3分の2に縮減されます。県では、建設業合併助成金交付事業などにより、建設業者
の経営基盤の強化、技術者の継続雇用の確保を支援しています。

●広報うんぜん
平成19年７月12
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いい季節になりました

歴
史
と
大
自
然
が
奏
で
る

　
　
　
　
　

リ
ゾ
ー
ト
の
四
季

歴
史
と
大
自
然
が
奏
で
る

　
　
　
　
　

リ
ゾ
ー
ト
の
四
季

小
浜
温
泉
観
光
協
会

☎0957-73-3434
ファックス 0957-73-2261
http://www.unzen.org/

☎0957-74-2672
ファックス 0957-74-2884
http://www.obama.ne.jp/kanko/

㈳雲仙観光協会

雲仙プロガイド さるふぁ

雲仙市観光協議会／雲仙市観光商工部観光課／ ☎0957-38-3111／ファックス 0957-38-3109
E-mail:kanko@city.unzen.nagasaki.jp

会員募集！
　雲仙のことならプロガイドツ
アーにおまかせ！料金はお一
人、15分100円～
問合せは、雲仙ツアーデザイン
「さるふぁ」まで。

☎0957-73-2626
http://www.unzen.or.jp/

　雲仙市観光協議会の会員を募
集しています。新しい観光魅力
開発やPR戦術、お土産開発やイ
ベント開催など多彩な観光浮揚
に向けた活動を行います。
　会費は、年間1000円。詳し
くは、観光課まで。

日本最初のパブリックコースを
楽しみませんか！
雲仙ゴルフ場優待券あります。

　市民の方、お一人1枚です。
　配布は各支所産業建設課及び
観光課。問合せは、観光課まで。

おいでください

1泊2食： 6,765円（大人）
素　泊： 4,140円（大人）
入　浴： 515円（大人）
お得な回数券もあります
☎0957-74-3141
ファックス 0957-75-0332

国民宿舎望洋荘

観光課情報 No,1
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健康
づくり課

図書館

教育
委員会

市民
ボランティア

雲
仙
市
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

〜
語
り
か
け
る
「
愛
情
」
で
赤
ち
ゃ
ん
の
幸
せ
育
て
た
い
〜

絵本を開く楽しい体験と、
メッセージを届けます。

赤ちゃん健康相談（３～４カ月児）

～親子に寄り添う地域のまなざし～

子育て支援
　ブックスタートは、地域の
人たちと力を合わせて行う活
動です。
　教育委員会、健康づくり課、
図書館、ボランティアの人た
ちと、赤ちゃんの幸せを願う
気持ちを共有し、実施してい
ます。

　

す
べ
て
の
赤
ち
ゃ
ん
が
、
生
ま
れ
た
と
き
か

ら
大
き
な
愛
情
に
包
ま
れ
て
、
幸
せ
を
感
じ
な

が
ら
生
き
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
こ
ん
な
に
す

ば
ら
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
絵
本
を
介
し
、
抱
っ

こ
の
あ
た
た
か
さ
の
中
で
語
り
か
け
る「
愛
情
」

に
よ
っ
て
、
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
成
長
に
関
わ
る

人
が
、
お
互
い
に
心
を
通
い
合
わ
せ
、
幸
せ
が

感
じ
ら
れ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
い
く
事
業

で
す
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
赤
ち
ゃ
ん
と
絵
本
を

開
く
楽
し
い
体
験
と
と
も
に
、
絵
本
を
手
渡
す

こ
と
で
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
が
ゆ
っ
く
り
向

き
合
い
、
楽
し
く
あ
た
た
か
い
時
間
を
も
つ
き

っ
か
け
を
つ
く
り
ま
す
。

　

絵
本
に
関
心
の
高
い
保
護
者
だ
け
で
は
な
く
、

す
べ
て
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
を
対
象
に
し
た

活
動
と
し
て
、
雲
仙
市
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

が
集
ま
る
、
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
行
わ
れ
る

「
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
」時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
の
中
身
は
、
絵
本

（
1
冊
）、
赤
ち
ゃ
ん
お
す
す
め
本
紹
介
、
図
書

館
登
録
カ
ー
ド
申
込
用
紙
、
子
育
て
支
援
情
報

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
中
の
実

施
予
定
回
数
は
48
回
、
対
象
と
な
る
赤
ち
ゃ
ん

は
約
4
0
0
人
で
す
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は

実
際
の
活
動

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
　

生
涯
学
習
課

●広報うんぜん
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みずほの森キャンプ場（瑞穂町） 田代原キャンプ場（千々石町）

第12回秋の彩展
オリジナルエコバッグをつくろう

夏休み子ども将棋教室

第57回「社会を明るくする運動」
～防ごう犯罪と非行　助けよう立ち直り～

頼近美津子・中川賢一　よみきかせコンサート

開設期間　7月20日～8月31日
利用予約　随時
入 場 料　無料
利用時間
○日帰り　9:00～18:00
○一　泊　13:00～翌日正午
設　　備　管理棟、炊飯棟、トイレ
貸 出 品　組み立て式テント（1泊2000円）、
　　　　　食器等一式（大人250円、小人100円）

利用期間　10月31日まで
利用予約　利用の5日前まで
使 用 料
○一時利用　  1人100円（中学生以下無料）
○宿泊（1泊）　小中学生100円、大人300円
設　　備　炊事場、トイレ、シャワー（1回100円）など
貸 出 品　テント　3人用（1泊1500円）・
　　　　　　　　　5人用（1泊2500円）、
　　　　　食器類（100円～）

　韓国の昌原大学校芸術大学と、長崎大学教育学部の教
授・学生をお招きして、美術を通した交流会を開催します。
日　時　8月27日（月）　10:00～14:00
場　所　小浜町歴史資料館（雨天時　小浜町公民館）
対象者　小学生（家族同伴も可）
参加費　無料（エコバッグ・昼食は主催者側で準備します）
※汚れてもいい服装、暑さ対策を忘れないようにしてください。
※事前の申し込みが必要です。参加を希望する人は7月31
日までに事務局へ問い合わせてください。

　初心者も歓迎。駒の動かし方からルール・マナーを指
導します。一般的な定跡、詰め将棋の解き方、最終日には
将棋大会を予定しています。
（入賞者には日本将棋連盟認定の賞状を差し上げます。）
日　　時　7月21日～8月25日　10:00～12:00
　　　　　毎週土曜日（全6回）
場　　所　小浜町文化会館
対 象 者　小・中学生（定員20人）
講　　師　小浜町将棋クラブ　日本将棋連盟南高支部会員
参 加 費　無料
申込締切　7月18日（水）
※定員に満たない場合は21日も受け付けます。

第2回雲仙市中学生弁論大会
　次代を担う中学生が、日常の家庭生活、学校
生活の中で体験したことを基に、犯罪や非行
などに関して考えたことや感じたことを作文
したものを発表します。市内各中学校の代表
者の貴重な意見をぜひご観覧ください。

日　時
7月26日（木）
13:15開会
（16:30終了予定）
場　所
ハマユリックスホール
大ホール

　頼近美津子さんによるよみきかせと、中川賢一さんによるピアノが
マッチした親子で楽しめるコンサートです。リハーサル室では、図書
館司書によるよみきかせ（14:00～14:20）もあります。
日　時　9月16日（日）　15:00開演（14:30開場）
場　所　国見町文化会館（まほろば）
料　金（全席指定） ・一般　500円　・小学生～高校生　300円
 ・未就学児　無料（3歳以上要入場整理券）
 ※2歳以下は保護者のひざ上鑑賞可
チケット　7月18日（水）より、教育委員会生涯学習課・各分室・国見

町文化会館・ハマユリックスホール・千々石町公民館に
て販売します。

瑞穂総合支所産業建設課　☎0957-77-2111
予約・問い合わせ

田代原キャンプ場　☎0957-78-2331
予約・問い合わせ

小浜ば花いっぱいにすうで事務局（城谷）
☎090-2504-2836

問い合わせ

小浜町将棋クラブ（伊藤）　☎0957-74-2905
申し込み・問い合わせ

市役所　市民課
問い合わせ

教育委員会生涯学習課
☎0957-37-3113
国見町文化会館（まほろば）
☎0957-78-3977

問い合わせ
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一
般
の
歯
科
診
療
所
で
治
療
困

難
な
障
害
者
お
よ
び
一
般
の
歯
科

診
療
所
で
は
通
院
が
困
難
な
人
を

対
象
に
、
巡
回
歯
科
診
療
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

実
施
場
所

・
口
之
津
保
健
セ
ン
タ
ー

・
県
南
保
健
所

実
施
日
程

診
療
費
用

　

一
般
の
歯
科
医
院
で
受
診
す
る

の
と
同
じ
で
す
の
で
、
自
己
負
担

が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
証
、
原
爆
手
帳
、
老
人
医

療
受
給
者
証
、
障
害
者
手
帳
お
よ

び
療
育
手
帳
な
ど
は
、
初
診
日
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

　
「
歯
科
巡
回
診
療
申
込
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
次
の
期

間
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
口
之
津
保
健
セ
ン
タ
ー

　

�
月
10
日
（
金
）
ま
で

・
県
南
保
健
所

　

10
月
10
日
（
水
）
ま
で

　

施
設
入
所
者
の
場
合
は
、
長
崎

県
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
予
約
状
況
に
よ
り
、
追
加
申
込

を
受
け
付
け
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

申
込
書
配
布
・
提
出
先

・
福
祉
事
務
所　

福
祉
課

・
福
祉
課　

吾
妻
駐
在
（
市
役
所
）

・
各
総
合
支
所　

市
民
生
活
課

問
い
合
わ
せ

○
県
南
保
健
所

☎
0
9
5
7
（
��
）
3
2
8
7

県南地域
障害児（者）巡回歯科診療

福　祉　課◎
入札参加資格審査申請書

（物品・委託業務等）受付中

管　財　課◎

　

市
が
発
注
す
る
物
品
の
購
入
や

清
掃
業
務
な
ど
委
託
業
務
の
入
札

に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、「
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
札
以
外
の
小
額
な
発

注
（
見
積
り
）
を
依
頼
す
る
場
合

の
業
者
選
定
の
参
考
と
す
る
た

め
、
入
札
参
加
を
希
望
し
な
い
人

も
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

申
請
区
分

物
品
の
購
入
・
委
託
業
務
等

申
請
期
間

�
月
�1
日
（
火
）
ま
で

午
前
�
時
〜
午
後
�
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

申
請
書
有
効
期
間

平
成
�1
年
�
月
�1
日
ま
で

提
出
方
法

　

持
参
又
は
郵
送
（
郵
送
の
場
合
、

�
月
�1
日
消
印
ま
で
有
効
）

提
出
先

〈
持
参
〉

管
財
課
、
会
計
課
、
各
総
合
支
所

管
理
課

〈
郵
送
〉

〒
8
5
9
―
1
1
0
7

雲
仙
市
吾
妻
町
牛
口
名
7
1
4

雲
仙
市
役
所

※
物
品
調
達
は
「
会
計
課
あ
て
」、

委
託
業
務
等
は
「
管
財
課
あ
て
」

で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
な
申
請
要
領
・
提
出
書
類

等
に
つ
い
て
は
、
管
財
課
、
会
計

課
及
び
各
総
合
支
所
管
理
課
窓
口

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

:/
/
w
w
w
.city.u

n
zen

.
nagasaki.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
管
財
課
（
委
託
業
務
等
）

○
会
計
課
（
物
品
調
達
）

口之津
保健センター 県南保健所

9月 10月 11月 12月 1月

�日 �日 �日 �日 11日

1�日 1�日 �日 1�日 1�日

�1日 1�日 1�日 �1日 ��日

��日 ��日 �0日
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市からのお知らせ
問い合わせ
●市　役　所　0957（38）3111
	 ● 国見総合支所  78–2111	 ● 小浜総合支所  74–2111
	 ● 瑞穂総合支所  77–2111	 ● 南串山総合支所  88–3111
	 ● 愛野総合支所  36–2111	 ● 雲仙出張所  73–3445
	 ● 千々石総合支所  37–2001
●教育委員会　0957（37）3113
●福祉事務所　0957（36）2500

　

雲
仙
市
で
は
、
多
量
の
深
層
地

下
水
の
採
取
に
つ
い
て
必
要
な
規

制
を
行
い
、
水
道
水
源
の
枯
渇
を

防
ぐ
と
と
も
に
こ
れ
を
確
保
し
、

水
道
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ

と
を
目
的
に
「
雲
仙
市
地
下
水
採

取
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
を
定

め
て
い
ま
す
。

地
下
水
・
井
戸
と
は
？

　

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
地
下
水
」

と
は
、
井
戸
に
よ
り
採
取
す
る
水

を
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
条
例
に
お
い
て
「
井

戸
」
と
は
、
動
力
を
用
い
て
地
下

水
を
採
取
す
る
た
め
の
施
設
で
地

表
か
ら
孔
底
ま
で
の
深
さ
が
�0

メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
か
つ
、
揚
水

機
の
吐
出
口
径
が
��
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

地
域
の
指
定

　

こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
地

下
水
の
採
取
を
禁
止
す
る
地
域
、

又
は
規
制
す
る
地
域
は
次
の
と
お

り
で
す
。

禁
止
地
域

雲
仙
市
水
道
水
源
か
ら
半
径

8
0
0
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域

※
た
だ
し
、
市
長
が
必
要
あ
る
と

認
め
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な

い
。

規
制
地
域

雲
仙
市
水
道
水
源
（
禁
止
地
域
）

以
外
の
全
地
域

井
戸
の
設
置
に
は
必
ず
届
出
が
必

要
で
す

　

禁
止
地
域
、
及
び
規
制
地
域
に

井
戸
の
設
置
、
又
は
変
更
を
行
う

場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
た
許
可
申
請
書
を
着
工
1
ヵ

月
前
ま
で
に
市
長
に
提
出
し
、
許

可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

1
．
井
戸
を
設
置
す
る
場
所

�
．
使
用
目
的

�
．
井
戸
の
深
さ
及
び
ケ
ー
シ
ン

グ
の
口
径

�
．
1
日
の
取
水
予
定
量

�
．
施
工
業
者
そ
の
他
参
考
事
項

問
い
合
わ
せ

○
水
道
課　

管
理
班

雲仙市地下水採取の規制
に関する条例について

水　道　課◎
児童扶養手当現況届等
の受付が始まります

福　祉　課◎

　

毎
年
�
月
は
、
児
童
扶
養
手
当

及
び
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人
が
、
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
及
び
特
別
児
童
扶
養
手
当

所
得
状
況
届
を
提
出
す
る
月
で

す
。

　

こ
の
届
け
は
手
当
を
継
続
し
て

受
け
ら
れ
る
か
を
審
査
す
る
も
の

で
、
提
出
が
な
い
場
合
は
、
�
月

分
以
降
の
手
当
が
受
給
で
き
な
く

な
り
、
ま
た
、
�
年
間
提
出
が
な

い
と
受
給
資
格
が
喪
失
し
ま
す
。

大
切
な
届
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

早
め
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
け
に

つ
い
て
は
、
内
容
確
認
の
た
め

必
ず
受
給
者
本
人
に
よ
る
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間

○
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

　

�
月
1
日
（
水
）
〜
��
日
（
金
）

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況

届

　

�
月
1�
日
（
月
）
〜
�1
日
（
金
）

※
午
前
�
時
�0
分
〜
午
後
0
時
1�

分
、
午
後
1
時
〜
�
時
1�
分　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
手
当
証
書

・
保
険
証

・
そ
の
他
必
要
書
類

（
※
該
当
者
は
通
知
書
に
同
封
し

ま
す
。）

受
付
場
所

・
福
祉
課　

吾
妻
駐
在
（
市
役
所
）

・
福
祉
事
務
所　

福
祉
課　

児
童

家
庭
班

・
各
総
合
支
所　

市
民
生
活
課

問
い
合
わ
せ

○
福
祉
事
務
所　

福
祉
課　

児
童

家
庭
班
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教育委員会◎

　

雲
仙
市
教
育
委
員
会
で
は
、
現

在
未
入
居
の
教
職
員
住
宅
に
つ
い

て
、
教
職
員
以
外
の
市
民
へ
貸
し

出
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

募
集
住
宅

使
用
料

　

使
用
料
は
入
居
者
の
収
入
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

入
居
者
資
格

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

1
．
現
に
同
居
し
て
い
る
親
族
ま

た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

（
婚
姻
の
届
出
を
し
な
い
が
事

実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情

に
あ
る
人
、
そ
の
他
婚
姻
の
予

約
者
を
含
む
）
が
い
る
こ
と

�
．
住
宅
法
に
基
づ
い
て
算
出
し

た
月
収
が
、
一
般
家
庭
は
�0
万

円
以
下
、
�0
歳
以
上
・
障
害

者
・
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達

し
て
い
な
い
同
居
者
が
い
る
人

等
は
��
万
�
千
円
以
下
で
あ
る

こ
と

（
�0
歳
以
上
の
人
で
同
居
者
が

い
る
場
合
、
同
居
者
す
べ
て
が

�0
歳
以
上
ま
た
は
1�
歳
未
満
で

あ
る
こ
と
）

�
．
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
人
で
あ
る
こ
と

※
�0
歳
以
上
ま
た
は
身
体
障
害
者

�
級
以
上
の
人
で
、
�
・
�
を

満
た
す
場
合
は
単
身
入
居
が
可

能
で
す
。

提
出
書
類

○
提
出
必
須
書
類

1
．
入
居
申
込
書
（
教
育
委
員
会
、

各
分
室
で
配
布
）

�
．
収
入
を
証
明
す
る
書
類
（
就

業
し
て
い
る
人
す
べ
て
の
分
）

・
給
与
所
得
者
…
平
成
1�
年
分
の

源
泉
徴
収
ま
た
は
所
得
証
明
書

（
控
除
内
訳
書
も
添
付
）

・
事
業
所
得
者
…
平
成
1�
年
分
の

所
得
証
明
書
（
控
除
内
訳
書
も

添
付
）

�
．
健
康
保
険
証
（
同
居
す
る
人

す
べ
て
）

�
．
税
金
完
納
証
明
書
（
税
務
課
、

各
総
合
支
所
管
理
課
で
交
付
）

○
そ
の
他
場
合
に
よ
り
必
要
な
書

類
�
．
無
職
者
は
無
職
証
明
書

�
．
生
活
保
護
、
年
金
、
失
業
保

険
等
の
受
給
者
は
そ
の
証
明
書

�
．
特
別
被
爆
者
手
帳
、
身
体
障

害
者
手
帳
（
�
級
以
上
）
等

�
．
内
縁
関
係
に
あ
る
人
は
住
民

票
謄
本

�
．
婚
約
者
の
場
合
、
婚
約
証
明

書
と
収
入
証
明
書

受
付
期
間
・
場
所

�
月
�
日
（
月
）
〜
1�
日
（
水
）

午
前
�
時
�0
分
〜
午
後
�
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

雲
仙
市
教
育
委
員
会
（
千
々
石
庁

舎
）・
各
分
室

入
居
者
抽
選
会

�
月
��
日
（
水
）

多
比
良
住
宅

国
見
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

午
前
10
時
〜

鬼
池
住
宅

南
串
山
総
合
支
所

午
後
1
時
〜

※
抽
選
会
に
は
、
入
居
申
込
者
本

人
の
出
席
が
原
則
で
す
。

※
仕
事
等
に
よ
り
、
申
込
者
以
外

の
人
が
出
席
す
る
場
合
は
、
別

途
「
委
任
状
」
と
、
委
任
さ
れ

た
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※
時
間
ま
で
に
出
席
さ
れ
な
い
場

合
は
棄
権
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

部
屋
公
開
日

�
月
11
日
（
水
）

午
後
�
時
〜
�
時

各
教
職
員
住
宅
へ
直
接
集
合

※
希
望
者
は
公
開
日
前
に
問
い
合

わ
せ
先
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

※
公
開
日
以
外
で
は
公
開
を
行
い

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

○
教
育
委
員
会　

総
務
課

政令月収 多比良
教職員住宅

鬼池
教職員住宅

～1��,000 ��,�00 �,000

～1��,000 ��,�00 �,�00

～1��,000 ��,�00 10,000

～�00,000 ��,�00 11,�00

住宅名 多比良
教職員住宅

鬼池
教職員住宅

号室 �・�・� C1・C�
所在 国見町多比良11�� 南串山町甲1���
建設 昭和��年度 昭和�0年度
構造 鉄筋コンクリート造 ブロックコンクリート造

間取
１階　和室�帖
２階　和室�帖、
　　　洋室�帖

和室�帖、
和室�帖、
和室�帖

駐車場 有 有

雲仙市教職員住宅入居者募集

※敷金は家賃の�ヶ月分です。
（単位：円）
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市からのお知らせ
問い合わせ
●市　役　所　0957（38）3111
	 ● 国見総合支所  78–2111	 ● 小浜総合支所  74–2111
	 ● 瑞穂総合支所  77–2111	 ● 南串山総合支所  88–3111
	 ● 愛野総合支所  36–2111	 ● 雲仙出張所  73–3445
	 ● 千々石総合支所  37–2001
●教育委員会　0957（37）3113
●福祉事務所　0957（36）2500

　

市
で
は
、
平
成
1�
年
度
に
健
康

づ
く
り
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
計
画
は
、
市
民
一

人
一
人
が
健
康
で
生
き
生
き
し
た

生
活
を
送
る
た
め
の
計
画
で
す
。

作
業
部
会
は
�
回
程
度
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
数　

�
名

応
募
資
格

次
の
全
て
を
満
た
す
人

・
平
成
1�
年
�
月
1
日
現
在
、
市

内
に
住
所
を
有
す
る
満
�0
歳
以

上
の
人

・
本
市
の
職
員
・
市
議
会
議
員
で

な
い
人

・
平
日
の
会
議
に
参
加
可
能
な
人

（
夜
間
開
催
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
）

任
期　

平
成
�0
年
�
月
�1
日
ま
で

謝
礼

1
回
の
出
席
に
つ
き
2
5
0
0
円

応
募
方
法

　

市
役
所
健
康
づ
く
り
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、
福
祉

事
務
所
福
祉
課
市
民
福
祉
班
に
備

え
付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
提
出
書
類
は
お
返
し
で

き
ま
せ
ん
。

・
持
参
ま
た
は
郵
送

〒
8
5
9
―
1
1
0
7

雲
仙
市
吾
妻
町
牛
口
名
7
1
4

雲
仙
市
役
所　

健
康
づ
く
り
課

・
フ
ァ
ッ
ク
ス

0
9
5
7
（
��
）
2
7
5
5

応
募
締
切

�
月
1�
日
（
火
）（
当
日
必
着
）

　

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
書
類
に

よ
り
審
査
し
決
定
し
ま
す
。
結
果

に
つ
い
て
は
、
応
募
者
全
員
に
連

絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
健
康
づ
く
り
課

雲仙市健康づくり計画
作業部会委員募集

健康づくり課◎

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
お
よ
び

限
度
額
が
改
正
さ
れ
ま
す

　

平
成
1�
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
に
つ
い
て
、
�
月
定
例
議
会
に

お
い
て
、
税
率
等
の
改
正
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
税
法
の
改
正
に
よ

り
、
医
療
保
険
税
の
限
度
額
が
、

��
万
円
か
ら
��
万
円
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
新
し
い
税
率
等

は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
と
は
、
医
療

と
介
護
を
合
算
し
た
も
の
で
す
。

●
保
険
税
（
医
療
）

　

算
出
し
た
課
税
額
が
年
間
��
万

円
を
超
え
る
場
合
は
、
��
万
円
が

課
税
額
と
な
り
ま
す
。

対
象
者　

全
て
の
被
保
険
者

所
得
割　

1�
年
中
の
所
得
金
額
に

対
し
て
�
・
0
％

資
産
割　

1�
年
度
の
固
定
資
産
税

額
に
対
し
て
�0
・
0
％

均
等
割

年
間
1
人
あ
た
り
�
万
�
千
円

平
等
割

年
間
1
世
帯
あ
た
り
�
万
1
千
円

●
保
険
税
（
介
護
）

　

算
出
し
た
課
税
額
が
年
間
�
万

円
を
超
え
る
場
合
は
、
�
万
円
が

課
税
額
と
な
り
ま
す
。

対
象
者　

�0
歳
か
ら
��
歳
未
満
の

人

所
得
割　

1�
年
中
の
所
得
金
額
に

対
し
て
1
・
�
％

資
産
割　

1�
年
度
の
固
定
資
産
税

額
に
対
し
て
�
・
0
％

均
等
割

年
間
1
人
あ
た
り
7
4
0
0
円

平
等
割

年
間
1
世
帯
あ
た
り
4
6
0
0
円

　

本
市
の
医
療
費
の
負
担
に
つ
い

て
は
、
国
や
県
か
ら
の
助
成
が
あ

る
も
の
の
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
税
務
課　

市
民
国
保
税
班

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
国
民
健

康
保
険
税
の
試
算
表
を
掲
載
予

定
で
す
。

国民健康保険に加入
している皆さまへ

税　務　課◎

19 ●広報うんぜん
平成19年７月



ス
タ
ー
ト

０ １

１

ハイ

イ
イ
エ

２ ３

腹囲
男性　85㎝以上
女性　90㎝以上

ハイ

イ
イ
エ

２ＢＭＩ
25以上

ヘルスアップ教室の対象者です

ａ～ｃのリスクのうち該当する数

動
機
づ
け
支
援

情
報
提
供

積
極
的
支
援

０ １ ２ ３

有無
喫煙歴

有無
喫煙歴

有無
喫煙歴

ａ～ｃのリスクのうち該当する数

動
機
づ
け
支
援

情
報
提
供

情
報
提
供

積
極
的
支
援

有無
喫煙歴

有無
喫煙歴

有無
喫煙歴

腹　囲：軽呼吸時のへその位置の胴回りＢＭＩ：体重（㎏）÷身長（m）÷身長（m）

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３

※服薬中の人は、継続的に医療機関に受診しているので、原則、ヘルスアップ教室の対象からは外
れます。

　ただし、主治医の依頼または了解のもとに、参加することもできます。主治医にご相談ください。

積極的支援

…健診結果などから、健診結果の見方や健康の保持増進に役立つ内容の情報を提供します

動機づけ支援 …対象者の生活習慣改善を動機づけるために、面接などによる支援を行います

情報提供

…動機づけ支援に加えて、実践可能な行動目標をたて、定期的・継続的な支援を行います

「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
」
の
ご
案
内

保
険
年
金
課
・
健
康
づ
く
り
課

　

最
近
、
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）」。
こ
れ
は
、
内
臓
に

脂
肪
が
た
ま
り
す
ぎ
て
い
る
人
が
、
高

血
圧
、
高
脂
血
症
、
高
血
糖
な
ど
の
危

険
因
子
を
2
つ
以
上
持
っ
て
い
る
状
態

を
示
す
呼
び
名
で
、
心
臓
病
や
脳
卒
中

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
引
き

金
と
な
り
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
要

因
と
な
る
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
に

は
、
不
適
切
な
生
活
習
慣
を
改
善
し
、

効
率
よ
く
脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
そ
の
2
本
柱
が
「
運
動
習

慣
」
と
「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生

活
」
で
す
。

　

市
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
の
予
防
・
改
善
の
た
め
に
、
次
の

要
領
で
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
を
実
施
し

ま
す
。
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
、
こ

の
機
会
に
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

【
対
象
者
】

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
40
歳
か
ら
64

歳
の
人
で
、
次
の
ペ
ー
ジ
の
「
積
極

的
支
援
」
に
該
当
す
る
人
。

※
市
の
基
本
健
診
を
平
成
1
8
年
度
以

降
受
け
て
お
ら
ず
、
事
業
所
な
ど
の

健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
た

人
は
、
そ
の
結
果
を
も
っ
て
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
募
集
人
員
】

○
千
々
石
・
瑞
穂
両
教
室
と
も

　

A
コ
ー
ス
（
週
1
回
）
　

30
人

　

B
コ
ー
ス
（
月
1
回
）
　

30
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
国
保
の
被

保
険
者
を
優
先
し
ま
す

【
会
場
】

○
千
々
石
教
室

　

千
々
石
保
健
セ
ン
タ
ー
ほ
か

○
瑞
穂
教
室

　

瑞
穂
町
公
民
館
ほ
か

【
経
費
】

○
原
則
無
料
で
す
が
、
必
要
に
応
じ
て

参
加
者
負
担
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
内
容
】

◎
健
診
結
果
な
ど
か
ら
、
現
在
、
自
分

の
体
の
中
で
何
が
起
き
て
い
る
か
を

知
る

腹
部
C
T
検
査
、
血
液
検
査
、
栄
養

調
査
、
体
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
体

の
状
態
を
総
合
評
価
し
ま
す

◎
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
の
食
事
に

つ
い
て

◎
家
庭
で
も
継
続
で
き
る
運
動
に
つ
い

て
　

な
ど

【
申
込
期
限
】

○
7
月
20
日
（
金
）

【
申
込
先
】

○
保
険
年
金
課
　

国
保
年
金
班

○
健
康
づ
く
り
課
　

健
康
づ
く
り
班

○
福
祉
課
　

市
民
福
祉
班
保
健
師

○
各
総
合
支
所
　

市
民
生
活
課
保
健
師

※千々石教室の8月25日と12月23日、瑞穂教室の8月4日と12月16日は、採血実施のため午前中に実施します
※講師の都合により、変更となる場合がありますので、あらかじめご了承ください

過
去
の
参
加
者
の
例

64
歳
　

女
性
　

身
長
１
５
８
・
０
㎝

教室開始前教室開始約3カ月後教室開始約6カ月後

体　　　　重：71.0㎏
内臓脂肪面積：147.7c㎡
B 　 M 　 I ：28.4

体　　　　重：66.0㎏
内臓脂肪面積：100.2c㎡
B 　 M 　 I ：26.8

体　　　　重：65.0㎏
内臓脂肪面積：92.3c㎡
B 　 M 　 I ：26.4

写
真
中
、
赤
：
皮
下
脂
肪

　
　
　
　

青
：
内
臓
脂
肪

■問い合わせ　　健康づくり課　　保険年金課

ａ血糖
空腹時血糖100㎎/dl以上またはヘモグ
ロビンA1c5.2%以上または薬物治療を
受けている場合

ｂ脂質
中性脂肪150㎎/dl以上またはHDLコレ
ステロール40㎎/dl未満または薬物治療
を受けている場合

ｃ血圧
収縮期130mmHg以上または拡張期
85mmHg以上または薬物治療を受けて
いる場合

ａ血糖
空腹時血糖100㎎/dl以上またはヘモグ
ロビンA1c5.2%以上または薬物治療を
受けている場合

ｂ脂質
中性脂肪150㎎/dl以上またはHDLコレ
ステロール40㎎/dl未満または薬物治療
を受けている場合

ｃ血圧
収縮期130mmHg以上または拡張期
85mmHg以上または薬物治療を受けて
いる場合

千々石教室（場所：千々石保健センター他、19:30～21:30

回
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

月　日
8月 25 日（土）　
9月 25 日（火）　

予約制による個人面接
10 月９日（火）　
10 月 16 日（火）　
10 月 23 日（火）　
10 月 30 日（火）　
11 月６日（火）　
11 月 13 日（火）　
11 月 20 日（火）　
11 月 27 日（火）　
12 月４日（火）　
12 月 11 日（火）　
12 月 23 日（日）　
1月 22 日（火）　
2月 19 日（火）　
3月 18 日（火）　

Aコース（週 1回）
回
1
2
3
4
5
6
7
8
9

月　日
8月 25 日（土）　
9月 25 日（火）　

予約制による個人面接
10 月 23 日（火）　
11 月 20 日（火）　
12 月 23 日（日）　
1月 22 日（火）　
2月 19 日（火）　
3月 18 日（火）　

Bコース（月 1回）
回
1
2
3
4
5
6
7
8
9

月　日
8月４日（土）　
9月 21 日（金）　

予約制による個人面接
10 月 26 日（金）　
11 月 22 日（木）　
12 月 16 日（日）　
1月 17 日（木）　
2月 15 日（金）　
3月 14 日（金）　

Bコース（月 1回）
瑞穂教室（場所：瑞穂町公民館他、13:30～15:30

回
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

月　日
8月４日（土）　
9月 21 日（金）　

予約制による個人面接
10 月５日（金）　
10 月 12 日（金）　
10 月 19 日（金）　
10 月 26 日（金）　
11 月２日（金）　
11 月９日（金）　
11 月 16 日（金）　
11 月 22 日（木）　
11 月 30 日（金）　
12 月７日（金）　
12 月 16 日（日）　
1月 17 日（木）　
2月 15 日（金）　
3月 14 日（金）　

Aコース（週 1回）

●広報うんぜん
平成19年７月20



ス
タ
ー
ト

０ １

１

ハイ

イ
イ
エ

２ ３

腹囲
男性　85㎝以上
女性　90㎝以上

ハイ

イ
イ
エ

２ＢＭＩ
25以上

ヘルスアップ教室の対象者です

ａ～ｃのリスクのうち該当する数

動
機
づ
け
支
援

情
報
提
供

積
極
的
支
援

０ １ ２ ３

有無
喫煙歴

有無
喫煙歴

有無
喫煙歴

ａ～ｃのリスクのうち該当する数

動
機
づ
け
支
援

情
報
提
供

情
報
提
供

積
極
的
支
援

有無
喫煙歴

有無
喫煙歴

有無
喫煙歴

腹　囲：軽呼吸時のへその位置の胴回りＢＭＩ：体重（㎏）÷身長（m）÷身長（m）

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３

※服薬中の人は、継続的に医療機関に受診しているので、原則、ヘルスアップ教室の対象からは外
れます。

　ただし、主治医の依頼または了解のもとに、参加することもできます。主治医にご相談ください。

積極的支援

…健診結果などから、健診結果の見方や健康の保持増進に役立つ内容の情報を提供します

動機づけ支援 …対象者の生活習慣改善を動機づけるために、面接などによる支援を行います

情報提供

…動機づけ支援に加えて、実践可能な行動目標をたて、定期的・継続的な支援を行います

「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
」
の
ご
案
内

保
険
年
金
課
・
健
康
づ
く
り
課

　

最
近
、
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）」。
こ
れ
は
、
内
臓
に

脂
肪
が
た
ま
り
す
ぎ
て
い
る
人
が
、
高

血
圧
、
高
脂
血
症
、
高
血
糖
な
ど
の
危

険
因
子
を
2
つ
以
上
持
っ
て
い
る
状
態

を
示
す
呼
び
名
で
、
心
臓
病
や
脳
卒
中

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
引
き

金
と
な
り
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
要

因
と
な
る
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
に

は
、
不
適
切
な
生
活
習
慣
を
改
善
し
、

効
率
よ
く
脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
そ
の
2
本
柱
が
「
運
動
習

慣
」
と
「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生

活
」
で
す
。

　

市
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
の
予
防
・
改
善
の
た
め
に
、
次
の

要
領
で
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
を
実
施
し

ま
す
。
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
、
こ

の
機
会
に
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

【
対
象
者
】

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
40
歳
か
ら
64

歳
の
人
で
、
次
の
ペ
ー
ジ
の
「
積
極

的
支
援
」
に
該
当
す
る
人
。

※
市
の
基
本
健
診
を
平
成
1
8
年
度
以

降
受
け
て
お
ら
ず
、
事
業
所
な
ど
の

健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
た

人
は
、
そ
の
結
果
を
も
っ
て
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
募
集
人
員
】

○
千
々
石
・
瑞
穂
両
教
室
と
も

　

A
コ
ー
ス
（
週
1
回
）
　

30
人

　

B
コ
ー
ス
（
月
1
回
）
　

30
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
国
保
の
被

保
険
者
を
優
先
し
ま
す

【
会
場
】

○
千
々
石
教
室

　

千
々
石
保
健
セ
ン
タ
ー
ほ
か

○
瑞
穂
教
室

　

瑞
穂
町
公
民
館
ほ
か

【
経
費
】

○
原
則
無
料
で
す
が
、
必
要
に
応
じ
て

参
加
者
負
担
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
内
容
】

◎
健
診
結
果
な
ど
か
ら
、
現
在
、
自
分

の
体
の
中
で
何
が
起
き
て
い
る
か
を

知
る

腹
部
C
T
検
査
、
血
液
検
査
、
栄
養

調
査
、
体
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
体

の
状
態
を
総
合
評
価
し
ま
す

◎
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
の
食
事
に

つ
い
て

◎
家
庭
で
も
継
続
で
き
る
運
動
に
つ
い

て
　

な
ど

【
申
込
期
限
】

○
7
月
20
日
（
金
）

【
申
込
先
】

○
保
険
年
金
課
　

国
保
年
金
班

○
健
康
づ
く
り
課
　

健
康
づ
く
り
班

○
福
祉
課
　

市
民
福
祉
班
保
健
師

○
各
総
合
支
所
　

市
民
生
活
課
保
健
師

※千々石教室の8月25日と12月23日、瑞穂教室の8月4日と12月16日は、採血実施のため午前中に実施します
※講師の都合により、変更となる場合がありますので、あらかじめご了承ください

過
去
の
参
加
者
の
例

64
歳
　

女
性
　

身
長
１
５
８
・
０
㎝

教室開始前教室開始約3カ月後教室開始約6カ月後

体　　　　重：71.0㎏
内臓脂肪面積：147.7c㎡
B 　 M 　 I ：28.4

体　　　　重：66.0㎏
内臓脂肪面積：100.2c㎡
B 　 M 　 I ：26.8

体　　　　重：65.0㎏
内臓脂肪面積：92.3c㎡
B 　 M 　 I ：26.4

写
真
中
、
赤
：
皮
下
脂
肪

　
　
　
　

青
：
内
臓
脂
肪

■問い合わせ　　健康づくり課　　保険年金課

ａ血糖
空腹時血糖100㎎/dl以上またはヘモグ
ロビンA1c5.2%以上または薬物治療を
受けている場合

ｂ脂質
中性脂肪150㎎/dl以上またはHDLコレ
ステロール40㎎/dl未満または薬物治療
を受けている場合

ｃ血圧
収縮期130mmHg以上または拡張期
85mmHg以上または薬物治療を受けて
いる場合

ａ血糖
空腹時血糖100㎎/dl以上またはヘモグ
ロビンA1c5.2%以上または薬物治療を
受けている場合

ｂ脂質
中性脂肪150㎎/dl以上またはHDLコレ
ステロール40㎎/dl未満または薬物治療
を受けている場合

ｃ血圧
収縮期130mmHg以上または拡張期
85mmHg以上または薬物治療を受けて
いる場合

千々石教室（場所：千々石保健センター他、19:30～21:30

回
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

月　日
8月 25 日（土）　
9月 25 日（火）　

予約制による個人面接
10 月９日（火）　
10 月 16 日（火）　
10 月 23 日（火）　
10 月 30 日（火）　
11 月６日（火）　
11 月 13 日（火）　
11 月 20 日（火）　
11 月 27 日（火）　
12 月４日（火）　
12 月 11 日（火）　
12 月 23 日（日）　
1月 22 日（火）　
2月 19 日（火）　
3月 18 日（火）　

Aコース（週 1回）
回
1
2
3
4
5
6
7
8
9

月　日
8月 25 日（土）　
9月 25 日（火）　

予約制による個人面接
10 月 23 日（火）　
11 月 20 日（火）　
12 月 23 日（日）　
1月 22 日（火）　
2月 19 日（火）　
3月 18 日（火）　

Bコース（月 1回）
回
1
2
3
4
5
6
7
8
9

月　日
8月４日（土）　
9月 21 日（金）　

予約制による個人面接
10 月 26 日（金）　
11 月 22 日（木）　
12 月 16 日（日）　
1月 17 日（木）　
2月 15 日（金）　
3月 14 日（金）　

Bコース（月 1回）
瑞穂教室（場所：瑞穂町公民館他、13:30～15:30

回
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

月　日
8月４日（土）　
9月 21 日（金）　

予約制による個人面接
10 月５日（金）　
10 月 12 日（金）　
10 月 19 日（金）　
10 月 26 日（金）　
11 月２日（金）　
11 月９日（金）　
11 月 16 日（金）　
11 月 22 日（木）　
11 月 30 日（金）　
12 月７日（金）　
12 月 16 日（日）　
1月 17 日（木）　
2月 15 日（金）　
3月 14 日（金）　

Aコース（週 1回）
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お問い合わせ

市　役　所　健康づくり課
福祉事務所　福祉課
各総合支所　市民生活課7月

事業名 対象者地区 日付 受付時間 会場

小浜・南串山

瑞穂・吾妻

国見

愛野・千々石

国見

小浜・南串山

愛野・千々石

瑞穂・吾妻

赤ちゃん

健康相談

1歳6か月児
健康診査

3歳児
健康診査

パパママ教室 妊婦さんとそのパートナー

（午前）1歳未満（H18年7月～H19年2月生）

（午後）H19年3月生

（午前）1歳未満（H18年7月～H19年2月生）

（午後）H19年3月生

（午前）1歳未満（H18年7月～H19年2月生）

（午後）H19年3月生

（午前）1歳未満（H18年7月～H19年2月生）

（午後）H19年3月生

H17年10月～12月生

H17年10月～12月生

H15年10月～12月生

H15年10月～12月生

21日（土）

3日（火）

4日（水）

10日（火）

12日（木）

6日（金）

20日（金）

25日（水）

27日（金）

午後1:00～1:15

午前9:30～10:30

午後1:30～1:45

午前9:30～10:30

午後1:30～1:45

午前9:30～10:30

午後1:30～1:45

午前9:30～10:30

午後1:30～1:45

午後1:00～1:15

午後1:00～1:15

午後1:00～1:15

午後1:00～1:15

愛野保健福祉センター

小浜老人福祉センター

瑞穂町公民館

国見農村環境改善センター

千々石保健センター

国見農村環境改善センター

小浜老人福祉センター

千々石保健センター

瑞穂町公民館

母子保健事業

☆赤ちゃん健康相談（午後）と1歳6か月児健診・3歳児健診の対象者には健康づくり課より通知いたします。
☆パパママ教室・赤ちゃん健康相談（午前）は自由参加です。

※総合健診とは、1回の受診で基本健診・胃がん検診・大腸がん検診・腹部エコー検査・胸部レントゲン検診を同時に
受診できる健診です。ただし、日数や受診人数に限りがありますので、事前に総合健診の申込をした人を優先します。
総合健診申込者には日付が入った通知書が届きます。
※総合健診以外については、事前に申し込んでいない人も受診できます。不明な点がありましたら、事前にお尋ねくだ
さい。

事業名 対象者 日付 受付時間 会場健診名 対象者 実施日 受付時間 会場

18日（水）

31日（火）

午後1:30～1:50

午後1:30～1:50

千々石保健センター

国見農村環境改善センター

4日（水）

5日（木）

6日（金）

8日（日）

9日（月）

17日（火）

18日（水）

19日（木）

20日（金）

23日（月）

24日（火）

25日（水）

29日（日）

8日（日）

9日（月）

23日（月）

29日（日）

12日（木）

13日（金）

26日（木）

27日（金）

5日（木）

10日（火）

11日（水）

午後0:30～2:30

午後0:30～2:30

午後0:30～2:30

午後1:00～2:30

午後1:00～2:30

午後1:15～2:30

午後1:15～2:30

午後1:15～2:30

午後1:15～2:30

午後1:15～2:30

午後1:15～2:30

午後1:15～2:30

午後1:15～2:30

午前8:30～10:00

午前8:30～10:00

午前8:30～10:00

午前8:30～10:00

午前8:30～11:00

午前8:30～11:00

午前8:30～11:00

午前8:30～11:00

午前8:30～9:00

午後1:00～1:30

午前8:30～9:00

午後1:00～1:30

午前8:30～9:00

午後1:00～1:30

南串山保健福祉センター

南串山保健福祉センター

南串山保健福祉センター

南串山保健福祉センター

南串山保健福祉センター

吾妻町ふるさと会館

吾妻町ふるさと会館

吾妻町ふるさと会館

吾妻町ふるさと会館

吾妻町ふるさと会館

吾妻町ふるさと会館

吾妻町ふるさと会館

吾妻町ふるさと会館

南串山保健福祉センター

南串山保健福祉センター

吾妻町ふるさと会館

吾妻町ふるさと会館

南串山保健福祉センター

南串山保健福祉センター

吾妻町ふるさと会館

吾妻町ふるさと会館

瑞穂町公民館

瑞穂町公民館

愛野保健福祉センター

BCG予防接種 生後3か月～6か月未満

基本健康診査

胸部レントゲン検査

大腸がん検査

前立腺がん検査

総合健診※

胃がん検診
腹部エコー検査

子宮がん検診

乳がん検診

骨粗しょう症検診

40歳以上の市民

※胸部レントゲン検査

は39歳以下の希望者

も受診できます

40歳以上の市民
※事前に申し込んでい
る人

40歳以上の市民

BCG集団予防接種集団健（検）診 （※年齢は平成20年3月31日現在の年齢です）

【子宮がん検診】
　20歳以上の女性
【乳がん検診】
　40歳以上の女性
【骨粗しょう症検診】
　40・50・55・60・
　65・70歳の女性

時　間　午後1：30～3：30
対　象　不妊で悩んでいる人・家族、関心がある人、関係者
内　容　講演「不妊の悩みをひもとく～子どもがいてもいなくても、大切なわたし・大切なあなた～」

■日　時　　7月8日（日）　　■場　所　　県南保健所　2階
■講　師　　心理カウンセラー　赤城　恵子先生

不妊に関する「講演会」と「集い」のご案内不妊に関する「講演会」と「集い」のご案内不妊に関する「講演会」と「集い」のご案内
～不妊に悩む方、ご家族の方へ～《愛野町》 13日（金）

愛野保健福祉センター

午前 9:00～11:00

午後 0:00～4:00

《千々石町》 30日（月）

千々石保健センター

午前 9:30～11:00

※場所・時間等が変更に
　なる場合があります。

献血

講
演
会

時　間　午後3：40～5：00
対　象　不妊で悩んでいる人（夫婦での参加も可）

※治療により妊娠された方、すでに子どもさんがいらっしゃる方は、申し訳ありませんが、ご遠慮
いただいています。

内　容　・お茶を飲みながら気軽におしゃべり　・リラックスタイム
参加希望者は、7月6日（金）までに申し込んでください。

■申し込み・問い合わせ　県南保健所　地域保健課　10957（62）3287

集
　

い
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お問い合わせ

市　役　所　健康づくり課
福祉事務所　福祉課
各総合支所　市民生活課7月

事業名 対象者地区 日付 受付時間 会場

小浜・南串山

瑞穂・吾妻

国見

愛野・千々石

国見

小浜・南串山

愛野・千々石

瑞穂・吾妻

赤ちゃん

健康相談

1歳6か月児
健康診査

3歳児
健康診査

パパママ教室 妊婦さんとそのパートナー

（午前）1歳未満（H18年7月～H19年2月生）

（午後）H19年3月生

（午前）1歳未満（H18年7月～H19年2月生）

（午後）H19年3月生

（午前）1歳未満（H18年7月～H19年2月生）

（午後）H19年3月生

（午前）1歳未満（H18年7月～H19年2月生）

（午後）H19年3月生

H17年10月～12月生

H17年10月～12月生

H15年10月～12月生

H15年10月～12月生

21日（土）

3日（火）

4日（水）

10日（火）

12日（木）

6日（金）

20日（金）

25日（水）

27日（金）

午後1:00～1:15

午前9:30～10:30

午後1:30～1:45

午前9:30～10:30

午後1:30～1:45

午前9:30～10:30

午後1:30～1:45

午前9:30～10:30

午後1:30～1:45

午後1:00～1:15

午後1:00～1:15

午後1:00～1:15

午後1:00～1:15

愛野保健福祉センター

小浜老人福祉センター

瑞穂町公民館

国見農村環境改善センター

千々石保健センター

国見農村環境改善センター

小浜老人福祉センター

千々石保健センター

瑞穂町公民館

母子保健事業

☆赤ちゃん健康相談（午後）と1歳6か月児健診・3歳児健診の対象者には健康づくり課より通知いたします。
☆パパママ教室・赤ちゃん健康相談（午前）は自由参加です。

※総合健診とは、1回の受診で基本健診・胃がん検診・大腸がん検診・腹部エコー検査・胸部レントゲン検診を同時に
受診できる健診です。ただし、日数や受診人数に限りがありますので、事前に総合健診の申込をした人を優先します。
総合健診申込者には日付が入った通知書が届きます。
※総合健診以外については、事前に申し込んでいない人も受診できます。不明な点がありましたら、事前にお尋ねくだ
さい。

事業名 対象者 日付 受付時間 会場健診名 対象者 実施日 受付時間 会場

18日（水）

31日（火）

午後1:30～1:50

午後1:30～1:50

千々石保健センター

国見農村環境改善センター

4日（水）

5日（木）

6日（金）

8日（日）

9日（月）

17日（火）

18日（水）

19日（木）

20日（金）

23日（月）

24日（火）

25日（水）

29日（日）

8日（日）

9日（月）

23日（月）

29日（日）

12日（木）

13日（金）

26日（木）

27日（金）

5日（木）

10日（火）

11日（水）

午後0:30～2:30

午後0:30～2:30

午後0:30～2:30

午後1:00～2:30

午後1:00～2:30

午後1:15～2:30

午後1:15～2:30

午後1:15～2:30

午後1:15～2:30

午後1:15～2:30

午後1:15～2:30

午後1:15～2:30

午後1:15～2:30

午前8:30～10:00

午前8:30～10:00

午前8:30～10:00

午前8:30～10:00

午前8:30～11:00

午前8:30～11:00

午前8:30～11:00

午前8:30～11:00

午前8:30～9:00

午後1:00～1:30

午前8:30～9:00

午後1:00～1:30

午前8:30～9:00

午後1:00～1:30

南串山保健福祉センター

南串山保健福祉センター

南串山保健福祉センター

南串山保健福祉センター

南串山保健福祉センター

吾妻町ふるさと会館

吾妻町ふるさと会館

吾妻町ふるさと会館

吾妻町ふるさと会館

吾妻町ふるさと会館

吾妻町ふるさと会館

吾妻町ふるさと会館

吾妻町ふるさと会館

南串山保健福祉センター

南串山保健福祉センター

吾妻町ふるさと会館

吾妻町ふるさと会館

南串山保健福祉センター

南串山保健福祉センター

吾妻町ふるさと会館

吾妻町ふるさと会館

瑞穂町公民館

瑞穂町公民館

愛野保健福祉センター

BCG予防接種 生後3か月～6か月未満

基本健康診査

胸部レントゲン検査

大腸がん検査

前立腺がん検査

総合健診※

胃がん検診
腹部エコー検査

子宮がん検診

乳がん検診

骨粗しょう症検診

40歳以上の市民

※胸部レントゲン検査

は39歳以下の希望者

も受診できます

40歳以上の市民
※事前に申し込んでい
る人

40歳以上の市民

BCG集団予防接種集団健（検）診 （※年齢は平成20年3月31日現在の年齢です）

【子宮がん検診】
　20歳以上の女性
【乳がん検診】
　40歳以上の女性
【骨粗しょう症検診】
　40・50・55・60・
　65・70歳の女性

時　間　午後1：30～3：30
対　象　不妊で悩んでいる人・家族、関心がある人、関係者
内　容　講演「不妊の悩みをひもとく～子どもがいてもいなくても、大切なわたし・大切なあなた～」

■日　時　　7月8日（日）　　■場　所　　県南保健所　2階
■講　師　　心理カウンセラー　赤城　恵子先生

不妊に関する「講演会」と「集い」のご案内不妊に関する「講演会」と「集い」のご案内不妊に関する「講演会」と「集い」のご案内
～不妊に悩む方、ご家族の方へ～《愛野町》 13日（金）

愛野保健福祉センター

午前 9:00～11:00

午後 0:00～4:00

《千々石町》 30日（月）

千々石保健センター

午前 9:30～11:00

※場所・時間等が変更に
　なる場合があります。

献血

講
演
会

時　間　午後3：40～5：00
対　象　不妊で悩んでいる人（夫婦での参加も可）

※治療により妊娠された方、すでに子どもさんがいらっしゃる方は、申し訳ありませんが、ご遠慮
いただいています。

内　容　・お茶を飲みながら気軽におしゃべり　・リラックスタイム
参加希望者は、7月6日（金）までに申し込んでください。

■申し込み・問い合わせ　県南保健所　地域保健課　10957（62）3287

集
　

い
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　5月11日から13日までの3日間、長崎市の商業施設
『夢彩都』において、第2回「雲仙市物産フェア」が開催
されました。今回が2回目となる物産フェアには、市内
22業者の出店があり、多くの買い物客でにぎわいました。
　この物産フェアは、「雲仙ブランド」に認定された商品
のPRや市内の特産品の周知を図るとともに、雲仙市の知
名度向上を目的に開催されたものです。
　今回のフェアでは、「さば寿司」や「かまぼこ」「野菜類」
「雲仙あかね豚」などが人気があり、盛況のうちに終了す
ることができました。また、観光スペースでは、市内で
生産された花が鮮やかに飾り付けられ、「観光地・雲仙市」
のPRを行いました。

大盛況で宣伝効果も上々↑
第2回「雲仙市物産フェア」

　市の行政相談委員を務める町田哲也さん（千々石町）が、5月22日に
長崎市で行われた「行政相談委員全体会議」において全国行政相談委員連
合協議会会長表彰を受けられました。
　町田さんは、合併前の千々石町時代の平成7年4月1日から行政相談委
員として委嘱を受け、その後12年間にわたり、地域住民の身近な相談相
手として活躍され、現在も市の行政相談委員として活動されています。
　受賞に対し、町田さんは「気がついたら合併した7町の中でも一番長く
務めていました。このような賞をもらって光栄です」と述べられました。

地域の身近な相談相手として
全国行政相談委員連合協議会会長表彰

↑試食コーナーは大人気！

↑会長表彰を受けた町田哲也さん（千々石町）

↑瑞宝太鼓も華を添えました ↑新鮮な野菜も好評♪

　愛野町にある市上下水道局の玄関前にある花壇では、季節の花々が咲き
誇り、訪れる人たちを迎えています。
　これは、上下水道局の職員が、来られた市民の皆さんに喜んでいただき
たいとの思いから、昼休みなどを利用し、丹精込めて育てたものです。お
近くにお越しの際は、ぜひ一度ご覧ください。

水をきれいに、職場を美しく
市上下水道局　玄関前花壇

↑美しい花々に心癒されます

●広報うんぜん
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　6月6日に100歳の誕生日を迎えられた宮本セイさん（愛野町）に
市からのお祝いが手渡されました。
　宮本さんは、奥村市長からのお祝いのことばをとてもうれしそうに
聞いていらっしゃいました。これからも健康で長生きされ、幸せにお
過ごし下さい。

100回目のハッピーバースデイ♪
宮本さん100歳のお祝い

↓元気で100歳を迎えられた宮本さん

　雲仙青年観光会が主催する「2007雲仙温泉春まつり」が5月
19日と20日に、雲仙温泉街の特設ステージを中心に開かれました。
　道路の一部を歩行者天国にした会場では、伝統芸能や小浜中学校
吹奏楽部によるマーチング、各種ステージイベントなどが行われ、
観光客や地元住民など、多くの人たちでにぎわいました。
　また、地元特産品を販売する「じげもん市」などもあり、訪れた
人たちは、春の雲仙温泉を満喫していました。

春の訪れが、笑顔の花を咲かせます
2007雲仙温泉春まつり

　平成19年春の叙勲で瑞宝単光章を受章した園川重太さん（千々
石町）。その受章伝達式が、6月6日に県庁で行われました。
　元千々石町消防団分団長としての功績が認められたもので、園
川さんは「突然の受章で実感がわかないが、これも皆さまと家族
の支えがあったから。ありがとうございました」と述べられました。

永年の功労をたたえて
平成19年春の叙勲　瑞宝単光章

　長崎大学環境科学部において、奥村市長による特別講義が5月21日、
同学部の教室で開かれました。
　受講したのは、環境科学部の1年生を中心に約120人。市長は、自
分の体験談などを交えながら、雲仙市の概況等について説明しました。
ときどき笑い声が聞こえるなど、普段の講義とは違う雰囲気で、学生
たちにとっても有意義な時間となったようです。

真剣なまなざしに、講義にも熱が入る
長崎大学環境科学部　特別講義

↓瑞宝単光章を受章した園川重太さん（千々石町）

↑特別講師として教壇に立つ奥村市長

↑伝統ある雲
仙地獄太鼓も

披露されまし
た
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　横浜市のパシフィコ横浜において、4月28日と29日に「スローフードフェア2007」が開かれました。雲仙市
からも、守山女性部加工組合とエタリの塩辛愛好会が参加しました。
　会場では、「雲仙こぶ高菜」や「エタリの塩辛」など、日本から「味の箱舟」に認定された食材のプロモーショ
ンビデオが上映されました。また、ジュリオ・コロンバ氏（スローフードインターナショナル副会長）と島村菜津
氏（ノンフィクション作家）によるトークセッションや今回のテーマである「だし」についての食育体験教室など
が行われました。
　その中で、雲仙こぶ高菜のブースでは、守山女性部加工組合の皆さんが「雲仙こぶ高菜漬け」や農林水産大臣賞
受賞の「雲仙こぶ高菜まんじゅう」の紹介を行いました。また、エタリの塩辛のブースでは、エタリの塩辛愛好会
の皆さんが「エタリの塩辛」やそれを原料にした魚醤やペーストの紹介を行いました。両ブースとも、約6,000人
の来場者に好評を博していました。

この味、知っていますか、憶えていますか
スローフードフェア2007

↑ジュリオ・コロンバ氏（写真左）にエタリの塩辛を紹介

　今年の3月に、吾妻しいたけ生産組合（代表
理事・伴謙太さん）から吾妻中学校に「折り
たたみ椅子」の寄贈がありました。中学校で
は、早速5月13日に実施した体育大会の時に、
来賓席として活用しました。菊池校長は「代
表理事の伴さんに心からお礼申し上げます。
ありがとうございました」と語られました。

健全な育成に役立ててください
吾妻中へ折りたたみ椅子を寄贈

　今年で9回目を迎える「じゃ
がいも掘り体験ツアー」が、
5月20日に小浜町北串のじゃ
がいも畑で行われました。
　地元でつくる実行委員会が
主催し、ばれいしょの生産者
と交流を深めてもらい、消費
拡大やPRなどにつなげよう
と毎年開催されています。
　この日は快晴となり、県内
外から19組約80人が参加
し、じゃがいも掘りに汗を流
しました。また、昼食にはコ
ロッケやカレーなどの新じゃ
がを使った料理が振舞われ、
参加者にも大好評でした。

青空、土の匂い、収穫の喜び
第9回じゃがいも掘り体験ツアー

↑じゃがいも掘れたよ〜♪↑来賓席に設置された折りたたみ椅子

↑来場者に雲仙こぶ高菜を紹介する守山女性部加工組合の皆さん

●広報うんぜん
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　市の交通安全母親活動の連携強化を目的に設立された、雲仙市交通安全母
の会連絡協議会の通常総会が5月31日に愛野町公民館で開催されました。
　総会では、これまで以上に地域間の連携を強化し、昨年度実施した交通安
全活動をさらに充実することにより、交通事故のない雲仙市を目指していく
ことが確認されました。
　「交通安全は家庭から」のスローガンのもと、家庭や地域でのさらなる活
躍が期待されます。
　なお、総会で決定した役員は次のとおりです。

●会　長　　菅　　三和さん（瑞穂町）
●副会長　　木嵜　智子さん（千々石町）	 ●副会長　　片渕　陽子さん（吾妻町）
●理　事　　荒木　成美さん（国見町）	 ●理　事　　三宅　淳子さん（南串山町）
●監　事　　栗原　ゆきえさん（小浜町）	 ●監　事　　野崎　るみ子さん（愛野町）

交通安全は家庭から

雲仙市交通安全母の会
連絡協議会通常総会

まちのわだい

　地元特産品の消費拡大を目的とした恒例の
瑞穂特産品まつりが、6月10日にみずほすこ
やかランドふれあい広場で行われました。
　会場では、スイートコーンなどの新鮮な地
元特産品が、特別価格で販売されるとあって、
開会前から長蛇の列ができていました。天候
にも恵まれ、各ブースとも大にぎわいでした。

丹精込めてつくりました
第22回瑞穂特産品まつり

　春の全国交通安全運動が5月11日から20日の10日間実施されました。
　5月11日と14日には、小浜町と愛野町で夕暮れ時の早め点灯キャン
ペーンが実施され、関係者がサインフラッグを示し、往来する車両に早め
点灯を呼びかけました。

　また、5月11日と16日に小浜町と吾妻町で行われ
た交通安全街頭キャンペーン（さわやか作戦）では、
交通安全啓発チラシなどとともに、吾妻凧の会製作の
交通安全凧を配布し、交通安全を呼びかけました。
　このほか、期間中、雲仙市交通安全協会の皆さんを
中心として車両パレードや飲食店での飲酒運転根絶
キャンペーン、高齢者宅訪問などが実施されました。

夕暮れ時は、早めの点灯を心がけましょう
春の全国交通安全運動

↑サインフラッグで早め点灯を呼びかけました

↓愛野町公民館で行われた総会のようす

↑うさぎさんも大人気↑長時間並んで、お目当ての商品をゲット

↑配られた交通安全凧
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行政相談　7月の相談日

稲本相談委員
城相談委員

荒木相談委員

田尻相談委員
町田相談委員

中村相談委員

茂相談委員

国 見 町
瑞 穂 町

吾 妻 町

愛 野 町
千々石町

小 浜 町

南串山町

2日（月）
2日（月）
4日（水）
18 日（水）
20 日（金）
9日（月）
3日（火）
31 日（火）
10 日（火）

国見総合福祉センター
雲仙社協瑞穂事務所

吾妻老人憩の家

愛野保健福祉センター
千々石総合支所相談室

小浜老人福祉センター

南串山総合保健福祉センター

9:00～12:00
9:00～12:00

13:30～16:00

13:30～16:00
13:00～16:00

13:00～16:00

13:00～15:00

相談委員 地　区 日 場　　所時　間
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責
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11
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）

　
　
　

午
後
1
時
〜

会
場　

長
崎
・
佐
世
保

受
験
資
格

・
満
�0
歳
以
上

・
学
歴
に
応
じ
て
下
水
道
の
実
務

問い合わせ ・フリーダイヤル ☎0120-657830
 ・ねんきんダイヤル ☎0570-05-1165
 ・社会保険庁ホームページ　http://www.sia.go.jp

～被保険者・年金受給者の皆さまへ～
厚生労働省・社会保険庁

■この度の年金記録をめぐる問題については、大変ご心配をおかけしておりま
すことを、心よりお詫び申し上げます。
■基礎年金番号にまだ統合されていない年金記録も、大切に保管しています。
○平成9年の基礎年金番号の導入以前には、転職や転居等により、お1人が複数
の年金番号を持つ場合も生じていましたが、1人1番号の基礎年金番号を用いて、
年金記録の確認を簡易・迅速に行えるようにしました。
○これまで、記録を結びつけるための照会を全被保険者に行い、また、年金の
請求時にもご本人に確認してきましたが、まだ約5000万件（平成18年6月）の
記録が、基礎年金番号に結びつけられていません。この未統合の記録は大切
に保管されていますが、そのままでは年金支給に結びつかなくなる恐れがあ
ります。
■年金記録問題への新対応策を進めます。
◎被保険者・年金受給者の皆様には、基礎年金番号に結びつけられている加入
履歴を、順次送付します。
◎5000万件の記録を、被保険者・年金受給者の記録と突き合わせ、未統合の記
録がある可能性のある方にはお知らせします。
◎社会保険庁や市町村に記録がない場合には、領収書等の証拠がなくても、銀
行通帳の出勤記録、元雇用主の証言などを根拠として、第三者委員会で判断
してもらう仕組みを作ります。

あなたの年金記録をもう一度チェックさせてくださいあなたの年金記録をもう一度チェックさせてください

●広報うんぜん
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●納期限は、7月31日（火）です

（口座引き落とし日は、4月25日（水）です）

7月は
の納入月です。

固定資産税（2期）・
国民健康保険税（1期）

口座振替を利用する人は、口座の確認をお願いします。
納税には、便利で安心な口座振替をご利用ください。
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期　　間　7月 10 日（火）～19 日（木）
重点項目　○飲酒運転の根絶
　　　　　○高齢者の交通事故防止
　運動期間中は市内各所で広報啓発活動
などが実施される予定です。市民の皆さ
んのご理解とご協力をお願いします。

夏の交通安全県民運動が
実施されます

日　　時 ７月29日（日）　午前10時～
 （受付：午前9時～）※小雨決行
場　　所 雲仙メモリアルホール（小浜町）
 （スタート・ゴール）
コ ー ス ７㎞
参加資格 小学生以上の雲仙市民
 （小学生以下は保護者同伴）
参 加 料  １人 300円（スポーツ保険代を含む）
申込期限 ７月20日（金）
申 込 先  レクレーション協会　歩こう会の部事務局
 （小浜温泉観光協会内）
 ☎0957（74）2672

☆歩こう会では会員を募集しています☆
 対象 成人以上の雲仙市民
 会費 300円／月
☆申し込みは小浜温泉観光協会まで☆

ウォーキング大会
参加者募集

ウォーキング大会
参加者募集

第 2回雲仙市民スポーツ大会

第 2回雲仙市民スポーツ大会

　サマージャンボ宝くじが発売さ
れます。
発売期間　7月19日（木）～8月7日（火）
抽 選 日　8月16日（木）
当選本数
☆1等（2億円） 42本
☆1等前後賞（5千万円） 84本
☆2等（1億円） 84本
☆3等（1千万円） 126本
☆ビッグサマー賞（100万円） 4200本
　県内で販売された宝くじの収益
金は、道路や学校、公園の整備など、
県内のさまざまな事業に使われて
います。特に、サマージャンボ宝く
じは、市町村振興を目的に発売され
るもので、収益金は市町村振興のた
めの事業に直接役立てられます。
問い合わせ
県の財政課　☎095（895）2171

サマージャンボ
宝くじ

購入は県内で

　この宝くじの収益
金は、市町村の明る
く住みよいまちづく
りに使われます。

29 ●広報うんぜん
平成19年７月



月
火
水
木
金
土・日

脳梗塞を早く見つけるために

脊柱管の内視鏡手術

水イボの治療

毛虫皮膚炎

はじめての入れ歯

中高年の性生活の知恵

長崎県保険医協会

☆午前９時～翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが流れます。

7月の健康テレホンテーマ

人口
男
女
世帯数

50,559人
23,981人
26,578人
16,428世帯

（－58）
（ －30 ）
（ －28 ）
（ －7 ）

5月末現在（住民基本台帳） （前月比）

い
さ
は
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

カ
レ
ッ
ジ
学
生
募
集

　

い
さ
は
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ

レ
ッ
ジ
で
は
、
平
成
�0
年
度
入
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

○
推
薦
入
学
・
試
験
入
学
・
社
会

人
入
学

選
考
日　

10
月
1�
日
（
日
）

　
　
　
　

11
月
1�
日
（
月
）

　
　
　
　

1�
月
1�
日
（
月
）

○
試
験
入
学
・
社
会
人
入
学

選
考
日　

1
月
1�
日
（
火
）

　
　
　
　

�
月
1�
日
（
火
）

　
　
　
　

�
月
�
日
（
月
）

　
　
　
　

�
月
��
日
（
金
）

※
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
学
校

見
学
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

い
さ
は
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ

レ
ッ
ジ
事
務
局

☎
0
9
5
7
（
��
）
2
1
3
1

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

交
通
事
故
の
態
様
が
複
雑
化

し
、
そ
の
解
決
に
困
っ
て
い
る
人

の
た
め
に
、
全
国
に
「
自
動
車
保

険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
動
車
損
害
賠

償
責
任
保
険
、
任
意
自
動
車
保
険

の
請
求
に
つ
い
て
、
一
切
無
料
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会

九
州
支
部　

長
崎
自
動
車
保
険
請

求
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
5
（
8
2
4
）
2
5
7
1

島
原
市
医
師
会
看
護
学
校 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

島
原
市
医
師
会
看
護
学
校
で

は
、
次
の
よ
う
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

入
学
希
望
者
ま
た
は
そ
の
家

族
、学
校
を
見
学
し
た
い
人
な
ど
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

�
月
�
日
（
水
）

　
　
　

第
1
回　

午
前
10
時
〜

　
　
　

第
�
回　

午
後
1
時
〜

場
所　

島
原
市
医
師
会
看
護
学
校

問
い
合
わ
せ

島
原
市
医
師
会
看
護
学
校

☎
0
9
5
7
（
��
）
1
6
1
3

県
南
地
域
医
療
安
全 

相
談
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
患
者
さ
ん
等

か
ら
の
医
療
に
関
す
る
苦
情
や
相

談
を
受
け
、
助
言
や
相
談
先
の
紹

介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
電
話
・
来

所
ど
ち
ら
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付
時
間

午
前
�
時
〜
午
後
�
時
��
分

（
平
日
月
曜
〜
金
曜
）

問
い
合
わ
せ

県
南
地
域
医
療
安
全
相
談
セ
ン

タ
ー
（
島
原
市
新
田
町
3
4
7
―

�
）

☎
0
9
5
7
（
��
）
3
2
8
7

　昨年行われた厚生労働省の調査による
と、中学生の 4 人に 1 人にはうつ状態とい
う結果が出されました。できるだけ早期に
周囲が子どもの状態に気づき、適切な対応
をすることが必要とされています。
　そこで次のように子どものうつと自殺に
ついての講演が行われます。
日時　8月 16 日（木）　午後 7時～9時
場所　島原市有明文化会館　2階多目的ホール
内容　講話：「子どもの『うつ』と『自殺』」
　　　講師：大村共立病院 副院長
　　　　　　宮田雄吾 先生
申込締切　8月 3日（金）
申し込み・問い合わせ
県南保健所　地域保健課保健福祉班
☎0957（62）3287

思春期保健対策研修会

「子どもの『うつ』と『自殺』」講演会
思春期保健対策研修会

「子どもの『うつ』と『自殺』」講演会

子どもに関する相談電話のお知らせ
雲仙市教育委員会

「親子ホットライン」
－いじめの問題、不登校、その他の教育相談－

雲仙市福祉事務所
「家庭ホットライン」

－虐待、養護などの通報・相談－

長崎県教育委員会
「いじめ相談ホットライン」
－24時間電話相談（全国統一ダイヤル）－

0120-967947 0120-928471 0570-078310
くろう  な く し な な や み 言おう

※ＰＨＳ、ＩＰ電話からはつながりません（フリーダイヤル） （フリーダイヤル）
教育委員会学校教育課 家庭児童相談室 長崎県教育委員会
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N
P
O
法
人
「
長
崎
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
」
へ
ご
相
談
を

　
「
長
崎
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」

は
、
犯
罪
被
害
に
よ
る
被
害
者
、

そ
の
ご
家
族
や
ご
遺
族
の
方
々
の

支
援
を
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た

民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
警
察
や
関
係

機
関
と
連
携
し
て
、
犯
罪
や
事
故

の
被
害
者
や
そ
の
家
族
等
に
対
す

る
支
援
活
動
と
し
て
次
の
よ
う
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
臨
床
心
理
士
、
精
神
科
医
、
弁

護
士
等
に
よ
る
面
接
相
談

○
裁
判
傍
聴
等
の
付
添
い

○
研
修
を
受
け
た
電
話
相
談
員
に

よ
る
電
話
相
談

相
談
電
話
番
号

☎
0
9
5
（
8
2
0
）
4
9
7
7

（
毎
週
火
曜
日
〜
土
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
�
時
）

「
な
が
さ
き
の
半
島
」
魅
力
発
見

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

半
島
地
域
魅
力
発
見
委
員
会
で

は
、新
し
い
「
な
が
さ
き
の
半
島
」

魅
力
発
見
の
た
め
、
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
な
が
さ
き
の
半
島
」
地
域
に

お
け
る
景
観
、
暮
ら
し
、
歴
史
・

文
化
、
体
験
、
食
な
ど
の
幅
広
い

分
野
を
対
象
と
し
て
、
地
域
が
誇

る
資
源
を
交
流
の
促
進
に
活
用
す

る
た
め
に
開
催
す
る
も
の
で
す
。

テ
ー
マ

あ
な
た
が
見
つ
け
た
新
し
い
「
な

が
さ
き
の
半
島
」
の
魅
力

対
象
地
域

「
な
が
さ
き
の
半
島
」
地
域

・
北
松
浦
半
島

・
島
原
半
島

・
西
彼
杵
半
島

賞
金

特
賞　
　
　

�
万
円

各
半
島
賞　

�
万
円

入
選　
　
　

特
産
品
�
千
円
相
当

作
品
規
定

・
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
ま
た
は
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
も
の

・
サ
イ
ズ
は
四
つ
切
（
ワ
イ
ド

可
）、
A
4
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン

ト
応
募
方
法

企
画
課
、
各
総
合
支
所
管
理
課
に

備
え
付
け
の
応
募
票
に
必
要
事

項
、コ
メ
ン
ト
（
2
0
0
字
以
内
、

景
観
等
の
魅
力
、
発
見
し
た
経
緯

な
ど
）
を
記
入
し
、
作
品
と
と
も

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
票
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

送
付
先

〒
8
5
9
―
1
1
0
6

雲
仙
市
吾
妻
町
牛
口
名
7
1
4

雲
仙
市　

企
画
課　

地
域
振
興
班

受
付
期
間

�
月
1
日（
日
）〜
�
月
�1
日（
金
）

（
当
日
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ

企
画
課　

地
域
振
興
班

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
吏
員
採
用
試
験

職
種
・
採
用
予
定
数

消
防
吏
員　

若
干
名

受
験
資
格

①
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

し
、
昭
和
��
年
�
月
�
日
か
ら

平
成
�
年
�
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

②
採
用
後
、管
轄
区
域
（
島
原
市
、

南
島
原
市
、
雲
仙
市
国
見
町
・

瑞
穂
町
）
内
に
居
住
で
き
る
人

第
1
次
試
験
日

�
月
1�
日
（
土
）・
1�
日
（
日
）

受
付
期
間

�
月
��
日（
水
）〜
�
月
1�
日（
木
）

申
込
方
法　

消
防
本
部
総
務
課
に

あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
同
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

受
付
締
切　

�
月
1�
日
（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合　

消
防
本
部
総
務
課

☎
0
9
5
7
（
��
）
7
7
1
1

　祖国のため尊い犠牲となられま
した本市出身の戦没者の御遺徳を
偲び、御霊に感謝の誠を捧げると
ともに、日本国の恒久平和を祈念
するため追悼式を実施します。

日時　7月 27 日（金）
　　　午前 10 時 30 分開会

場所　吾妻町ふるさと会館
※遺族関係者の方の移動等につい
ては、バスを準備いたします。

主催　雲仙市戦没者慰霊奉賛会

雲仙市戦没者追悼式雲仙市戦没者追悼式

株式会社　雲仙きのこ本舗　代表取締役　楠田喜熊様
　会社創立 50 周年を記念して
長崎市　丸本ハシメ様
　ご主人様の故丸本柳八様（株式会社丸本創
業者、千々石町出身）の御遺志により（この
寄付金は、千々石町の小中学校の図書の購入
に充てさせていただきました）
　上記の方から寄付をいただきました。あり
がとうございました。

ご寄付のお礼ご寄付のお礼

1日

8日

15日

16日

22日

29日

愛 野 記 念 病 院
木 戸 眼 科
松 本 医 院
木 戸 医 院
中 村 眼 科 医 院
京 泊 馬 場 医 院
愛 野 診 療 所
城 代 医 院
松 尾 胃 腸 科 外 科 医 院
天 野 医 院
梅 津 医 院
公 立 新 小 浜 病 院

0957（36）0015
0957（74）3222
0957（36）0053
0957（74）2046
0957（36）1060
0957（88）2050
0957（36）0009
0957（37）2032
0957（78）1000
0957（37）2015
0957（78）5156
0957（74）2211

愛 野 町
小 浜 町
愛 野 町
小 浜 町
愛 野 町
南串山町
愛 野 町
千々石町
国 見 町
千々石町
国 見 町
小 浜 町

日 医 療 機 関 電話番号 町 名
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四季ゆたか
きらめく雲仙
ゆめみらい

四季ゆたか
きらめく雲仙
ゆめみらい

四季ゆたか
きらめく雲仙
ゆめみらい

四季ゆたか
きらめく雲仙
ゆめみらい

文月
ふみづき

【ひまわり】
もうすぐ夏本番。
夏の花といえば、ひまわり。
暑さに負けず、今からバリバリ、
全開です。
ひまわりの花を見ていると、熱い
夏でも、なぜか元気が出るような
気になりませんか？
寺尾さんのひまわりは、今年度の
全国花き品評会において銀賞（一
般切花の部）を受賞しています。 花き生産農家の寺尾さん

夫妻（愛野町）
このひまわりに関する問い合わせは、
フラワーガーデン寺尾まで
電話　0957-36-0765
ホームページ　http://www.geocities.jp/terao0827/

発
行
：
雲
仙
市
役
所

編
集
：
秘
書
広
報
課

N
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平
成
19年

７
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１
日
発
行

0957ｰ38ｰ3514

◆健康づくり課からお知らせ◆ 　

市
で
は
、
妊
娠
し
た
女
性
が
受
け
る
妊

婦
一
般
健
康
診
査
に
つ
い
て
、
平
成
19
年

７
月
以
降
に
健
診
を
受
け
る
人
に
対
し
て
、

健
診
費
用
の
助
成
回
数
を
２
回
か
ら
５
回

へ
増
加
し
ま
し
た
。

　

胎
内
の
赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
は
と
て
も
め

ざ
ま
し
く
、
そ
れ
に
つ
れ
て
お
母
さ
ん
の

体
も
変
化
し
て
き
ま
す
。

　

妊
娠
が
順
調
に
経
過
し
て
い
る
か
ど
う

か
、
医
師
や
助
産

師
に
赤
ち
ゃ
ん
と

お
母
さ
ん
の
健
康

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

も
ら
う
こ
と
は
、

と
て
も
大
切
で
す
。

特
に
異
常
が
な
く

て
も
、
次
の
よ
う

な
間
隔
で
定
期
的

に
健
康
診
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

妊
婦
一
般
健
康
診
査

　
　

  

５
回
ま
で
公
費
負
担

○妊娠23週（６か月末）まで
　→４週間に１回
○妊娠24週～35週（７か月～９か月末）
　→２週間に１回
○妊娠36週以降（10か月～）
　→毎週１回

SPORT
雲仙がまだすBチーム　優勝

第4回長崎県ねんりんピック

　第4回長崎県ねんりんピックのスポーツ交流大会が、
5月12日に県立総合運動公園ほか9つの会場で行われ
ました。雲仙市からも9つの競技に69人が出場しまし
た。
　その中で、諌早市体育館で行われたソフトバレー
ボール競技において雲仙がまだすBチームが優勝、雲
仙がまだすAチームが第3位という成績を収めました。
　優勝した雲仙がまだすBチームは、11月10日から13
日に行われるいばらき大会（全国大会）に長崎県代
表として出場します。

～定期健診を受ける望ましい間隔～


